
江
戸
後
期
の
本
両
替
経
営
に
つ
い
て

i

l

銭
屋
市
兵
衛
を
例
に
1
1

は
じ
め
に

銭
屋
（
中
西
）
市
兵
衛
は
大
坂
の
本
両
替
銭
屋
佐
兵
衛
の
別
家
で
、
自
ら
も

本
両
替
仲
間
に
所
属
し
て
両
替
店
を
営
業
し
て
い
た
。
本
論
文
は
、
銭
屋
市
兵

衛
の
経
営
分
析
に
よ
り
、
近
世
後
期
の
本
両
替
、
と
り
わ
け
研
究
蓄
積
の
乏
し

い
中
小
規
模
の
本
両
替
の
あ
り
か
た
や
本
家
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

銭
屋
佐
兵
衛
は
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
に
、
銭
屋
弥
助
の
別
家
と
し
て
大

坂
南
部
の
島
之
内
石
灰
町
に
本
両
替
店
を
開
店
し
た
。
元
文
改
鋳
後
の
好
況
期

に
貨
幣
売
買
と
商
業
金
融
で
資
本
を
蓄
積
し
経
営
を
拡
大
し
た
が
、
同
時
に
別

家
を
創
出
し
て
そ
の
何
人
か
は
本
両
替
を
営
ん
で
い
る
。三
代
佐
兵
衛
の
文
化

期
（
一
八
O
四
1

一
八
）
末
か
ら
は
大
名
貸
に
も
乗
り
出
し
、
天
保
八
年
（一

八
三
七
）
に
は
銭
屋
佐

一
郎
を
分
家
さ
せ
て
両
替
部
門
を

担
当
さ
せ
た
。
こ
れ

中

す
が
ね

I
 
l
 

--
IF
’ 

以
降
銭
屋
佐
兵
衛
は
大
名
貸
な
ど
の
貸
付
業
を
経
営
の
中
心
と
し
た
。

銭
屋
市
兵
衛
に
関
す
る
史
料
は
、
銭
屋
佐
兵
衛
家
に
伝
来
し
た
逸
身
家
文
書

（
逸身
喜
一
郎
氏
所
蔵
・

大
阪
歴
史
博
物
館
寄
託
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。
逸
身

家
文
書
は
か
つ
て
蝋
燭
が
入
れ
ら
れ
て
いた
と
い
う
大
き
な
長
持
の
な
か
に

、

木
箱
等
に
ま
と
め
ら
れ
て
収
納
さ
れ
て
い
た
。
銭
屋
市
兵
衛
の
史
料
は
主
と
し

て
木
箱
単
位
3

の
お
と
却
と
却
に
あ
り

、

内
容
的
に
は
奉
公
人
請
状
・
借
銀
証

文
・
質
物
証
文
・
両
替
取
引
証
文
等
の
証
文
類
で
あ
る
。
ま
た
木
箱
単
位
2

に

は
銭
屋
市
兵
衛
の
銀
控
帳
一
冊
が
あ
っ
た
。
ほ
か
に
も
佐
兵
衛
の
大
名
貸
や
講

関
係
に
関
連
し
て
市
兵
衛
の
名
前
が
出
て
く
る

も
の
が
あ
る
。

銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
に
つ
い
て

本
章
で
は
銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
に
つい
て
概
略
を
述
べ
る
。
銭
屋
佐
兵
衛

の
分
・
別
家
に
関
す
る
主
な
史
料
は
、
銭
屋
佐
兵
衛
の
銀
控
帳
（
これ
以
降
銭
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佐
銀
控
帳
と
略
記
）
の
店
出
し
ゃ
元
手
銀
支
出
の
記
載
で
あ
る
。
店
出
し
で
最

も
古
い
の
は
、
安
永
元
年
（

一
七
七
二
）
の
甚
七
の
記
事
で
あ
る
。
前
年
度
に

人間文化

佐
兵
衛
が
購
入
し
た
松
原
町
の
家
屋
敷
に
甚
七
の
店
を

出
さ
せ
て
い
る
こ
と
は

わ
か
る
が
、
元
手
銀
渡
し
の
記
載
は
な
く
、
後
年
の
別
家
店
出
し
と
は
様
相
が

異
な
る
。

次
に
安
永
四
年
に
「
平
兵
衛
店
出
シ
」
と
し
て
元
手
銀
三
貫
目
が
支
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
時
に
は
初
代
佐
兵
衛
は
隠
居
し
て
二
代
佐
兵
衛
が
相
続
し
て
い

た
。
開
店
か
ら
二
O
年
を
経
て
別
家
を
創
出
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

鴻
池
屋
善
右
衛
門
や
平
野
屋
孫
兵
衛
な
ど
で
は
手
代
と
し
て
二

O
年
無
事
勤
続

し
て
別
家
を
許
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
初
代
佐
兵
衛
の
奉
公
人
が
別
家
と
し
て
独

立
し
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
彼
ら
が
本
両
替
を
開
業
し
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。

二
代
佐
兵
衛
は
そ
の
後
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
「
清
兵
衛
店
出
元
手
銀
」

三
貫
目
を
支
出
し
た
こ
と
が
銭
佐
銀
控
帳
に
載
る
。
二
代
の
子
飼
い
の
奉
公
人

が
別
家
と
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
時
期
で
あ
る
。
そ
の
後
、
寛
政
五
年
（
一

七
九
三
）
か
ら
享
和
期
（

一
八
O

一
1
0
四
）
に
か
け
て
は
、
銭
佐
銀
控
帳
の

頁
が
後
世
の
添
付
物
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。
た
だ
逸
身
家
文
書
や
両

替
関
係
の
摺
物
な
ど
か
ら
、
こ
の
間
少
な
く
と
も
本
稿
で
取
り
上
げ
る
市
兵
衛

の
ほ
か
、
武
兵
衛
・
市
兵
衛
・
勘
兵
衛
・
宗
兵
衛
（
惣
兵
衛
）
が
別
家
し
て
本

両
替
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

別
家
の
元
手
銀
は
当
初
は
銀
三
貫
目
だ
っ
た
が
、
寛
政
期
に
は
銀
五
貫
目
に
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増
額
さ
れ
て
い
る
。
本
両
替
の
別
家
元
手
銀
は
大
家
で
は
三

O
貫
目
・
五
O
貫

目
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
、
本
両
替
平
野
屋
孫
兵
衛
の
別
家
初
代
武
兵
衛

に
与
え
ら
れ
た
元
手
銀
は
九
貫
目
で
あ
る
の
で
、

や
や
少
な
め
に
感
じ
ら
れ

る
。
し
か
し
銭
屋
佐
兵
衛
自
身
の
元
手
銀
が
四
貫
八
O
O
匁
だ
っ
た
の
で
、
佐

兵
衛
の
別
家
の
元
手
銀
も
そ
の
程
度
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

三
代
佐
兵
衛
は
寛
政
八
年
に
相
続
は
し
た
も
の
の
幼
く
、
成
長
し
て
指
揮
を

執
り
始
め
る
の
は
文
佑
期
で
あ
る
。
文
化
二
年
（

一
八
O
五
）
に
喜
介
、
同
八

年
に
又
兵
衛
、
同
九
年
に
林
兵
衛
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
七
兵
衛
・
喜

兵
衛
と
、
多
く
の
別
家
を
創
出
し
た
。
そ
れ
以
降
の
後
半
生
に
お
い
て
は
別
家

を
創
出
し
て
い
な
い
。
こ
の
内
銭
屋
又
兵
衛
・
林
兵
衛
に
は
、
元
手
銀
渡
し
に

先
だ
っ
て
三
年
ほ
ど
出
勤
料
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
給
与
を
与
え
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
お
そ
ら
く
は
本
家
住
み
込
み
を
免
除
し
て
別
宅
を
許

し
て
妻
帯
も
さ
せ
、
通
勤
し
て
本
家
の
仕
事
を
さ
せ
る
か
わ
り
に
出
動
料
を
与

ぇ
、
そ
の
後
に
独
立
の
た
め
元
手
銀
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
別

家
に
先
だ
っ
「
宿
這
入
」
・
「
仮
宅
」
と
い
っ
た
制
度
は
他
の
商
家
で
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、
銭
屋
佐
兵
衛
家
で
も
文
化
期
に
は
奉
公
人
別
家
の
制
度
が
整
え
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
保
四
年
（

一
八
三
三
）
に
家
督
を
つ
い
だ
四
代
佐
兵
衛
は
奉
公
人
を
別
家

さ
せ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
本
両
替
を
営
ん
で
は
い
な
い
。
ま
た
本
家
に
通
勤
し



て
働
く
別
家
の
あ
り
か
た
が
中
心
と
な
っ
た
。

以
上
か
ら
、
商
業
金
融
で
経
営
を
拡
大
し
た
二
代
と
三
代
目
の
前
半
に
あ
た

る
文
政
初
年
ま
で
が
、
銭屋
佐
兵
衛
家
が
本
両
替
の
暖
簾
内
を
形
成
し
よ
う
と

し
た
時
期
と
い
え
る
。
こ
の
時
期
は

、

御
用
金
賦
課
・
貨
幣
の
帳
合
取
引
の
延

屋
仲
間
へ
の
分
離
・

両
替
役
銀
賦
課
な
ど
の
幕
府
政
策
の
影
響
に
よ
り
本
両
替

仲
間
の
数
は
減
少
し
た
時
期
で
あ
る
。
た
だ
本
両
替
が
銭
両
替
や
も
と
本
両
替

の
大
名
貸
商
人
を
得
意
先
と
し
て
系
列
化
し
、
三
者
の
振
手
形
が
相
互
に
流
通

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
本
両
替
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は
拡
大
し
て
い
た
。
か
っ
て

な
い
信
用
社
会
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
銭
屋
佐
兵
衛
も
別
家
を
本
両
替
と

し
て
独
立
さ
せ
て
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

本
両
替
仲
間
は
株
仲
間
で
は
な
い

が
仲
間
に

入
る
に
は
既
存
の
本
両
替
の

Ill) 

親
族
な
い
し
奉
公
人
な
ど
縁
者
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
奉
公
人
の
場
合
、
本

江戸後期の本両替経営について（中

家
が
仲
間
の
地
域
組
織
で
あ
る
小
組
に
申
し
出
て
了
承
を

と
り
、
本
家
の
願
書

と
小
組
の
添
書
を
も
っ
て
本
両
替
仲
間
の
寄
合
で
出
願
し
、
仲
間
行
司
が
吟
味

し
て
許
可
に
い
た
る
。
そ
の
た
め
別
家
が
本
両
替
に
な
る
か
ど
う
か
は
ま

ず
は

本
家
の
意
向
次
第
な
の
で
あ
る
。

銭
屋
佐
兵
衛
家
が
文
政
初
期
以
降
新
た
な
別
家
本
両
替
を
創出
せ
ず
、
別
家

の
あ
り
か
た
も
通
勤
別
家
へ
と
変
え
て
い
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。
推
測
だ
が
、
三

代
佐
兵
衛
が
文
政
二
年
頃か
ら
大
名
貸
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
た
め
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
領
主
金
融
は
大
資
本
が
必
要
で
か
つ
踏
み
倒
し
な
ど
に
よ
る
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と

か
ら

、

暖
簾
内
の
分
・
別
家
が
本
家
の
領
主
金
融
に
加
入
す

る
か
た
ち
で
投
資
す
る
こ
と
が
多
い
。
近
世
後
期
の
鴻
池
屋
善
右
衛
門
の
例
で

も
、

近
世
後
期
に
は
暖
簾
内
の
分
・
別
家
が
本
家
の
領
主
金
融
に
加
入
・
投
資

し
、
本
家
に
通
勤
し
て
大
名
貸
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
、
暖
簾
内
の資
本
と
人

が
本
家
の
領
主
金
融
に
集
中
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
近
世
大
坂
に
は
寸
銭
屋
」
と
い
う
屋
号
を
名
乗
る
両
替
商
は
多
数
い
た

が
、
こ
れ
が
す
べ
て
銭
屋
佐
兵
衛
の
関
係
者
で
は
な
い

。
文
化
六
年
「
大
阪
両

替
手
形
便
覧
」
に
は
「
銭
屋
」
と
名
乗
る
者
が
一
二
名
載
る
。
両
替
手
形便
覧

は
振
手
形
や
預
手
形
な
ど

の
手
形
類
を
取
り
扱
う
者
の
名
前
と
店
の
住
所
を
記

載
す
る
摺
物
で

、

屋
号
ご
と

に
ま
と
め
て
記
さ
れ
、
同
屋
号
の
な
か
で
は
ま
ず

本
両
替
が
載
り

、

次
に
銭
両
替
（
銭
屋
）
が
並
ぶ
の
が
原
別
で
あ
る
。
銭
屋
の

場
合
筆
頭
の
備
後
町
権
兵
衛
以
下
一
五
名
が
本両
替
で

一
六
番
目
の
米
屋
町

太
助
以
下
六
名
は
本
両
替
以
外
の
銭
屋
と
推
定
さ
れ
る
。

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
三
月
の
「
浪
華
両
替
取
引
手
柄
鑑
」
は
番
付
形
式

の
両
替
系
摺
物
で
あ
る
が
、
珍
し
い
こ
と
に

上
位
者
の
の
れ
ん
印
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
銭
屋
佐
兵
衛
の
れ
ん
印
は

Y
で
あ
る
が
、
別
家
の
銭
屋
宗
兵
衛
は

よ
丸
、
分
家
の
佐

一
郎
は
4
1
と

そ
れ
に
何
か
を
つ
け
加
え
る
形
の
の
れ
ん
印

じ
る
。
ま
た
銭

屋
忠兵
木
〉銭屋
清
右衛
門
ふ
と
こ
の
両
人
は
の

れ
ん
印
に

富
士
が
入
っ
て
い
る

。
こ
れ
か
ら
銭
屋
を
名
乗
る

一
統
の
う
ち
に

、

二
つ
以
上
の
暖
簾
内
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
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文
化
六
年
の

「
大
阪
両
替
手
形
便
覧
」
で
は
、
筆
頭
の
銭
屋
権
兵
衛
の
次
に

銭
屋
佐
兵
衛
の
本
家
で
あ
る
銭
屋
弥
助
が
き
て
、
そ
の
次
に
銭
屋
佐
兵
衛
が
記

人間文化

載
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
二
人
お
い
て
銭
屋
佐
兵
衛の
別
家
勘
兵
衛
、
そ
れ
か
ら

六
人
お
い
て
別
家
市
兵
衛
が
記
載
さ
れ
る
。
銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
で
は
開
業

順
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

、
両
替
手
形
便
覧
で
は
同
一
の
暖
簾
内
で
は
、

本
家
筋

に
あ
た
る
者
、
開
業
が
古
い
者
が
先
に
記
載
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら

れ
る
。

な
お
銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
の
本両
替
と
し
て
現
在
確
認
で
き
る
の
は
、
銭

屋
武
兵
衛
、
岡
市
兵
衛
（
中
西
氏
）
、
同
勘兵
衛
、
同
宗

（惣
）
兵
衛
（
辻
氏
）、

同
林
兵
衛
、
同
清
吉
、
同
又

（亦
）
兵
衛
、
同
源
兵
衛

（
逸
身
氏
）の
八
名
で

あ
る
。
た
だ
本
両
替
仲
間
の
史
料
は
断
片
的
な
の
で
、
こ
れ
以
外
の
別
家
も
本

両
替
を
短
期
間
行
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
、
銭
両替
で
あ
っ
た
可
能
性
に
な

る
と
全
く
わ
か
ら
な
い
。

両
替
系
の
摺
物
の
な
か
に
は
、
先
に
挙
げ
た
「
浪
華
両
替
取
引
手
柄
鑑
」

よ
う
に
番
付
仕
立
て
に
し
て
あ
る
種
の
評
価
を
加
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ

の
評
価
が
経
営
実
態
を
反
映
し
た
も
の
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
が
、
世
間の

評
価
は
よ
み
と
れ
る
だ
ろ
う
。

銭
屋
一
統
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
二
月
改
正
新
版
「
浪
花
両
替
手
柄
競
」
に
は、

別

格
三
七
人
と
東
・
西
方
各
八
六
人
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
合
計
二
O
九
人
の
名
前

が
あ
る
。
天
保
九
年
初
の
本
両
替
の
数
は一
六
三
人
な
の
で
、
別
格
以
外
に
二

O
人
弱
の
本
両
替
以
外
の
手
形
取
り
扱
い
商
人
｜

銭
両
替
や
大
名
貸
商
人
な
ど

広
義
の
両
替
商
が

記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て

「
浪
花
両
替
手
柄
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競
」
に
お
い
て
、
銭
屋
弥
助
・
同
佐
兵
衛
は
頭
取
、
同
源
兵
衛
は
世
話
人
と
し

て
別
格
扱
い
で
あ
る
が

」
れ
は
事
実
上
本
両
替
の
業
務
か
ら
退
い
て
い
る
名

挙
一
職
的
な
扱
いで
あ
る
。
ま
た
西
方
の
前
頭
二
枚
目

（西
の
最
高
位
で
あ
る
大

関
炭
屋
安
兵
衛
か
ら
数
え
て

五
番
目
）
に
分
家
の
「
備
後
了
銭
屋
佐
市
郎
」、

東
方
の
前
頭
一
七
枚
目
（
東
の
大
関
鴻
池
庄
兵
衛
か
ら
数
え
て
二
O
番
目
）
に

「
本
一
銭
屋
惣
兵
衛
」
、
西
方
の
前
頭
三
一O
枚
目
に
「
南
瓦
銭
屋
勘
兵
衛
」
、
同

三
一
枚
目
に
「
石
灰
丁
銭
屋
市
兵
衛
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
天
保

八
年
末
に
分
家
・
開
店
し

た
ば
か
り
の
銭
屋
佐
一
郎
が
、
早
く

も
両
替
商
の
な

か
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
惣
兵
衛
は
上
か
ら

三
割

、

勘
兵
衛
・

市
兵
衛
は
四
割
の
内
に
入
っ
て
お
り

、

の

銭
屋
の
別
家
は
両
替
商
の
な
か
で
は
中
堅
ク
ラ
ス
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
と
時
期
的
に
近
い
天
保
八
年
四
月
の
「
浪
花
持
丸
長
者
鑑
」
を
み

て
み
よ
う
。
こ

れ
に
は
別
格
を
除
い
て
東
西
各

一
四
七
人
の
長
者
が
記
載
さ
れ

て
い
る

が
、
「石
灰
銭
屋
佐
兵
衛
」

は
西
方
の
前
頭
三
七
番
目

（
西方
大
関
三

井
八
郎
右
衛
門
か
ら
四
O
番
目
）
と
上
位
で
あ
る
が
、
「
備後
四
銭
屋
源
兵
衛
」

は
東
方
の
二
二
枚
目
（
東
方
大
関
鴻
池
善
右
衛
門
か
ら
一
二
四
番
目
）
、「
本

町
一
銭
屋
宗
兵
衛
」
は
東
方
一
三
O
枚
目
（
同

一
三
三
番
目
）
、
「瓦
屋
銭
屋
勘

右
衛
門
」
（勘
兵
衛
）
は
同

一
三
三
枚目

（同
一
三
六
枚
目
）
に
よ
う
や
く

入
つ

て
い
る
。

先
に
検
討
し
た
「
浪
花
両
替
手
柄
競
」

で
は
市
兵
衛
と
勘
兵
衛
の
順



位
は
わ
ず
か
な
差
で
あ
る
が
、
「
浪
花
持
丸
長
者
鑑
」
に
は
市
兵
衛
は
入っ
て

、
J
t

、
A
O

、ν

や
J一
、ν

な
お
大
坂
町
人
の
経
済
力
の
評
価
に
関
し
て
は
幕
府
御
用
金
額
も
参
考
と
な

る
。
天
保
十
四
年
の
銭
屋
一
統
の
御
用
金
請
高
は
、
佐
兵
衛
銀
一
四
O
貫
目

で
あ
る
。

（
三
ヶ
年
納
）
、
佐一郎
六
O
貫
目
（
同
）
、
宗
兵
衛
三
三
貫
目
（
同
）

当
時
本
両
替
を
廃
業
し
て
い
た
林
兵
衛
・
勘
兵
衛・
源
兵
衛
、
市
兵
衛
な
ど
の

名
は
な
い
。
嘉
永
六
年
十
一
月
に
海
岸
防
備
の
た
め
命
じ
ら
れ
た
御
用
金
は
、

「
嘉
永
御
用
金
」
に
載
る
書
上
で
は
、
石
灰
町
銭
屋
佐
兵
衛
・
備
後
町
四
丁
目

銭
屋
佐

一
郎
が
二
人
で
銀
一
三
O
貫
目
、
中
船
場
町
銭
屋
源
兵
衛
が
八
貫

一
五

O
匁
、
本
町
一
丁
目
銭
屋
み
ね
代
判
平
兵
衛
が
一
八
貫
目
で
あ
る
。
銭
屋
市
兵

衛
に
も
賦
課
さ
れ
た
が
、
減
額
の
嘆
願
書
が
残
っ
て
い
る
。

JI I) 

以
上
か
ら
、
近
世
後
期
の
大
坂
で
銭
屋
佐
兵
衛
や
佐一
郎
は
文
句
な
く
大
両

江戸後期の本両替経営について（中

替
で
長
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
源
兵
衛
・
勘
兵
衛
・
市
兵
衛

は
中
よ
り
少
し
上
の
本
両
替
と
み
な
さ
れ
、そ
の
中
で
も
源
兵
衛
・
宗
兵
衛
・

勘
兵
衛
は
長
者
番
付
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
市
兵
衛
は
登
場
し
な
い
と

い
う
差
異
が
あ
る
。
両
替
系
の
番
付
で
か
な
り
上
位
に
い
な
いと
、

長
者
番
付

に
は
掲
載
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

「
大
阪昔
時
の
信
用
制
度
」

に
は
、
天
保
頃
二
十
万
両
以
上
の
両
替
店
が
五

O
余
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
一
両
六
十
匁
と
し
て
銀
一
万
二
0
0
0

貫
目
で
あ
る
。
天
保
期
ま
で
の
銀
控
帳
の
有
銀
額
は
、
銭
屋
佐
兵
衛
で
最大
四

八
四
五
貫
目

、

大
名
貸
・
家
屋
敷
経
営
の
有
銀
を
加
え
て
も
七
O
O
O
貫
目
余

で
あ
る
。
こ
れ
に
不
動
産
や
銀
控
帳
か
ら
除
か
れ
た
債
権
や
蓄
蔵
金
を
加
え
れ

ば
一
万
二
O
O
O
貫
目
に
近
づ
く
か
も
し
れ
な
い
。

市
兵
衛
の
銀
控
帳
の
有
銀

は
最
大
で
銀
一
三
一七
貫
目
余
で
あ
る
の
で
、
佐
兵
衛
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で

あ
る

。
同
じ
本
両
替
と
い
っ
て
も
資
本
や
資
産
に
は
相
当
の
格
差
が
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

さ
て
次
に
、
次
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
銭
屋
武
兵
衛
・
市
兵
衛
・

清
吉
を
除

く
別
家
に
つ
い
て
、
本
両
替
を
開
業
し
た
順
に
概
要
を
述
べ
る
。

銭
屋
勘
兵
衛

先
述
し
た
よ
う
に
、
銭
佐
銀
控
帳
を
見
る
こ
と
が
でき
な
い
寛

政
五
年
以
降
に
別
家
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
九
年
九
月
に
南
瓦
屋
町
の
家

屋
敷
を
購
入
し
、
そ

れ
以
降
両
替
関
係
の摺
物
に
高
津
坂
の
下
な

い
し
南
瓦
屋

町
四
丁
目
と
い
う
上
町
南
部
の
高
津
宮
の
門
前
の
居
所
と
と
も
に
載
る
。
高
津

宮
は
上
町
南
部
の
高
台
に
あ
る
神
社
で
あ
っ
た
が
、
大
坂
観
光
の
出
発
地
と
し

て
も
知
ら

れ
た
繁
華
地
で
あ
っ
た
。

勘
兵
衛
は
現
在
わ
か
っ
て
い
る
限
り
で
は

最
も
古
く
か
ら
本
両
替
を
営
業
し

て
い
る
銭
屋
佐
兵
衛
の
別
家
で
あ
る
。
本
家

佐
兵
衛
と
同
じ

島
之
内
組
に
所
属
し
、寛
政
十
二
年
頃
に
は
三
代
佐
兵
衛
の
代

判
を
つ
と
め
る
な
ど
有
力
な
別
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。

文
化
十
年
に
初
代
勘
兵
衛
の
同
家
俸
の
孫兵
衛
が
相
続
し
て
二
代
勘
兵
衛
を

名
乗
っ
た
。
天
保
五
年
七
月
の
本
家
で
の
重
要
な
取
り
決
め
、
「
為
後
年
定
置

証
文
之
事
」
に
も
勘
兵
衛
が
別
家
の

一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
が

、

同
年
の
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第28号

「
浪
花
持
丸
長
者
鑑
」
で
は
勘
右
衛
門
名
前
で
東
の
前
頭
二
二
五
枚
目
に
入
り
、

同
種
の
摺
物
で
は
天
保
八
年
ま
で
勘
右
衛
門
で
載
っ
て
い
る
。
天
保
八
年
十
二

人間文化

月
に
勘
治
郎
が
相
続
し
て
勘
兵
衛
名
と
な
っ
て
お
り
、
三
代
目
と
思
わ
れ
る
が

定
か
で
は
な
い
。
天
保
七
年
か
ら
十
三
一
年
に
か
け
て
勘
兵
衛
家
は
所
持
地
を
家

質
に
お
い
て
本
家
か
ら
借
銀
を
し
て
い
る
の
で
、
な
ん
ら
か
の
経
済
的
問
題
を

抱
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
天
保
十

一
年
十
一
月
の
「
大
阪
両
替
名
所
附
」

に
は
銭
屋
勘
兵
衛
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
が
、
天
保
十
四
年
「
大
阪
両
替
手
形
便

覧
」
以
降
に
は
で
て
こ
な
い
。
ま
た
天
保十
四
年
の
御
用
金
も
賦
課
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

そ
れ
以
前
に
本
両
替
を
廃
業
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
嘉
永
二
年
に
勘
兵
衛
が
病
死
す
る
と
家
が
断
絶
し
、
南
瓦
屋
町
四
丁
目

の
家
屋
敷
は
従
兄
弟
の
銭
屋
宗
兵
衛
が
相
続
し
た
。

銭
屋
宗
（
惣
）
兵
衛

勘
兵
衛
同
様
寛
政
五
年
か
ら
享
和
期
の
聞
に
別
家
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
文
化
八
年
に
は
妻
帯
し
て
い
る。

し
か
し
本
両
替
を
開
業

し
て
い
る
の
が
わ
か
る
の
は
文
政
五
年
「
大
阪
両
替
手
形
便
覧
」
以
降
で
、
幕

末
ま
で
継
続
し
た
。
開
店
の
き
っ
か
け
と
し
て
文
政
二
年
に
開
始
さ
れ
た
文
政

改
鋳
が
考
え
ら
れ
る
。
本
町

一
丁
目
に
店
が
あ
り
、
本
家
と
同
じ
島
之
内
組
に

国

属
し
て
い
た
。

銭
屋
佐
兵
衛
の
別
家
の
な
か
で
は
唯

一
天
保
御
用
金
を
課
せ
ら
れ
る
な
ど
経

済
力
が
あ
っ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
河
内
・

摂
津
嶋
下
郡
な
ど
の
農
村

地
域
の
富
農
ら
を
得
意
先
と
し
て
活
発
な
取
引
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
詳
細
は
不
明
だ
が
、
天
保
九
年
五
月
に日
田
代
官
寺
西
蔵
太
役
所
の
大
坂

U
 

掛
屋
を
辞
任
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
は
領
主
金
融
に
も
関
わ
っ
て
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い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

嘉
永
三
一年
十

一
月
に
何
代
目
か
の
当
主
宗
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
し
ば
ら

由

そ
の
後
み
ね
の
養
子
が
宗
兵
衡
を
相
続
し
た
。

く
後
家
み
ね
名
前
で
相
続
し
、

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
は
こ
の
宗
兵
衛
と
妻
ふ
き
と
養
母
み
ね
が
同
居
し

て
い
る
。
な
お
本
家
菩
提
寺
妙
徳
寺
の
銭
屋
佐
兵
衛
墓
域
に
は
分
家
・
別
家
の

墓
も
存
在
す
る
が
、
宗
兵
衛
家
の
墓
は
な
い
。
ま
た
銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
で

文
政
三
年
以
降
行
わ
れ
た
積
銀
に
も
参
加
し
て
い
な
い
。
か
な
り
独
立
性
が
高

い
別
家
の
よ
う
に
み
え
る
。

銭
屋
文
（
亦
）
兵
衛

銭
佐
銀
控
帳
に
よ
る
と
、
文
化
五
年
に
元
手
銀
五
貫
目

と
出
勤
料
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
文
化
十
四
年
の
本
家
佐
兵
衛
へ
の
御
用
金
賦

課
の
と
き
に
は
代
判
人
を
つ
と
め
た
。
こ
の
人
物
と
の
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
保
八
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
の
「
大
阪
両
替
手
形
便
覧
」

に
「
吉
左
衛
門
町
亦
兵
衛
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
た
だ
し
天
保
十

一年
「
大
阪
両
替
名
所
附
」
に
は
で
て
こ
な
い
の
で
、
短
期
で
廃
業
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
又
兵
衛
を
名
乗
る
別
家
は
幕
末
ま
で
継
続
し
、
嘉
永
期

に
は
別
家
市
兵
衛
の
幼
少
の
当
主
の
代
判
を
つ
と
め
て
い
る
。

却

文
化
八
年
に
は
妻
帯
・
別
宅
し
て
い
る
が
、
銭
佐
銀
控
帳
に
よ

銭
屋
林
兵
衛

る
と
翌
文
化
九
年
に
佐
兵
衛
か
ら
五
貫
目
の
元
手
銀
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
文



化
末
年
の
「
大
坂
両
替
屋
所
附
」で
は
島
之
内
堺
筋
、
文
政
五
年
「
大
阪
両
替

手
形
便
覧
」
で
は
清
水
町
堺
筋
と
し
て
出
て
く
る
。
そ
の
後
転
居
し
た
ら
し
く

文
政
七
年
か
ら
十
一
年
ま
で
の
「
大
阪
両
替
手
形
便
覧
」
で
は
油
町
一
丁
目
に

な
っ
て
い
る
。
文
政
九
年
正
月
前
後
に
休
店
し
た
と
み
ら
九
、
天
保
五
年
段
階

で
は
別
家
に
連
な
っ
て
い
る
が
、
天
保
十
二
年
の
別
家
の
書
き
上
げ
に
は
名
前

が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

銭
屋
源
兵
衛

江
戸
時
代
に
は
逸
身
を
名
乗
り
、
銭
屋
佐
兵
衛
の
親
類
筋
の
別

家
と
考
え
ら
れ
る
。
初
代
源
兵
衛
は
文
化
四
年
に
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
娘
ひ

さ
が
婿
養
子
と
し
て
二
代
目
源
兵
衛
を
迎
え
、
銭
佐
銀
控
帳
に
よ
れ
ば
文
化
九

年
に
銭
屋
佐
兵
衛
か
ら
両
人
に
銀
一
五
O
貰
固
と
い
う
破
格
の
元
手
銀
が
渡
さ

れ
て
お
り
、
通
常
の
奉
公
人
別
家
と
は
異
な
る
。
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本
両
替
と
し
て
は
文
政
改
鋳
後
の
文
政
五
年
「
大
阪
両
替
手
形
便
覧
」
以
降

江戸後期の本両替経営について（中

に
備
後
町
四
丁
目
な
い
し
備
後
町
堺
筋
の
住
所
と
と
も
に
で
て
く
る
。
文
政
改

鋳
後
の
好
況
期
に
本
両
替
を
開
業
し
た
の
は
宗
兵
衛
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
各
種
調
達
講
な
ど
領
主
金
融
へ
の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
る
。
文
政
七
年

八
月
付
の
辻
六
郎
左
衛
門
の
無
尽
仕
法
帳
（
十
年・
六O
人
の
取
退
無
尽
）
に
「世

話
方
之
も
の
備
後
町
三
丁
目
銭
屋
源
兵
衛
」
と
あ
り
、
も
う
一
口
同
様
の
無
尽

の
世
話
も
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
辻
は
当
時
大
和
五
条
代
官
で
あ
っ
た
。
ま
た

文
政
十
一
年
四
月
の
赤
木
屋
敷
勘
定
元
（
辻
富
次
郎
名
前
）
無
尽
な
ど
辻
富
次

郎
の
無
尽
三
件
に
世
話
方
の

一
人
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
が

、
こ
ち
ら
は
居
所

が
南
瓦
屋
町
に
な
っ
て
い
る
。
南
瓦
屋
町
は
銭
屋
勘
兵
衛
な
い
し
銭
屋
市
兵
衛

の
子
供
清
吉
の
居
所
で
も
あ
り
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が

わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
無
尽
は
大
塩
平
八
郎
が
文
政十
二
年
十
二
月
か
ら
内
調
し
、
天
保

元
年
に
老
中
に
宛
て
不
正
な
無
尽
と
し
て
摘
発
し
て
い
る
も
の
で
あ
ゐ
。
領
、
玉

へ
の
調
達
講
で
あ
る
が
、
識
を
使
っ
て
落
札
し
た
者
は
そ
の
後
掛
銀
を
免
除
さ

れ
る
取
退
無
尽
で
あ
り
ば
く
ち
性
が
高
い
、
あ
る
い
は
講
元
が
幕
府
規
定
の
利

子
制
限
を
は
る
か
に
み
え
る
高
利
潤
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
不
正
と
さ
れ
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
仲
介
を
行
っ
て
い
た
大
坂
町
奉
行
所
の
与

カ
弓
削
新
左
衛
門
は
自
殺
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
手
下
と
し
て
無
尽
の
取
組
を
多

数
行
っ
て
い
た
新
町
の
八
百
屋
新
蔵
も
獄
門
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
領
主
が
調
達
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
無
尽
は
、
大
名
貸
の
利
率
が

下
が
り
、
大
名
側
か
ら
の
断
り
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
た
状
況
に
応
じ
て
編
み
出

さ
れ
た
調
達
手
段
と
し
て
、
江
戸
後
期
に
は
名
目
銀
に
な
ら
ん
で
上
方
で
多
数

行
わ
れ
て
い
た
。
海
保
育
陵
は
大
坂
に
は
銀
主
を
集
め
て
講
を
取
り
立
て
る
「
至

極
ナ
レ
テ
巧
者
ナ
ル
人
」
が
お
り
、
「
銀
主
モ
ツ
マ
ル
処
、
損
金
ヲ
ス
ル
コ
ト

ナ
キ
理
ユ
へ
ニ
、
金
モ
出
シ
ヨ
キ
也
」
（
「
稽
古
談
」
吋
と
評

価
し
た
。
筆
者
は

こ
う
し
た
講
の
取
立
人
と
し
て
干
鰯
仲
買
の
近
江
屋
長
兵
衛
を
取
り
上
げ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
銭
屋
源
兵
衛
も
そ
う
し
た
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
丸
。

こ
の
事
件
で
は
無
尽
以
外
の
不
正
行
為
が
表
面
化
し
て
お
り
、
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い
て
無
尽
を
取
り
組
ん
だ
者
が
処
罰
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
水
野
忠
邦
の
た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
無尽
が
途
中
で
取
り
や
め
ら
れ
て

人間文化

い
る
よ
う
に
、
多
く
の
無
尽
が
停
止
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
銭
屋
源
兵
衛
の
取

り
組
ん
だ
無
尽
の
処
理
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
わ
か
ら
な

い
が
、
天
保
期

の
銭
屋
源
兵
衛
の
経
営
難
の
一
因
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

Mm 

天
保
期
に
は
銭
屋
源
兵
衛
は
本
家
か
ら
借
り
入
れ
を
し
て
い

る
。
ま
た
天
保

の
御
用
金
の
際
の
銭
屋
佐
一
郎
の
申
し
立
て
に
よ
る
と

、
「
佐
一
郎
店
之儀
ハ

銭
屋
源
兵
衛
相
続
仕
来
候
所
、
段
々
不
如
意
ニ
罷
成
取
続
六
ヶ
敷
候
上
、
去
ル

七
ヶ
年
以
前
酉
年
大
火
之
節
類
焼
仕

、

必
至
与
差
支
、
無
拠
本
家
佐
兵
衛
方
相

頼
、
六
ヶ
年
以
前
佐
一
郎
名
前
ニ
改
相
続
者
仕
候
得
共
」
と
、
源
兵
衛
は
経
営

困
難
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
大
塩
の
乱
で
類
焼
し
た
こ

と
か
ら
困
窮
し
、

本

家
に
頼
ん
で
佐
一
郎
に
店
を
譲
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
天
保
八
年
末
に
は
備
後

町
四
丁
目
の
両
替
店
は
佐
兵
衛
分
家
の
佐
一
郎
名
義
と
な
り
、
源
兵
衛
は
中
船

場
町
に
転
居
し
、
両
替
商
売
は廃
止
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
の
本
両
替
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く。ま

ず
本
家
同
様
大
坂
南
部
の
島
之
内
・
南
船
場
ま
た
は
南
上
町
に
立
地
し
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
従
来
本
両
替
が
多
か
っ
た
の
は
船
場
北
部
で
、
特に士
口

く
か
ら
の
本
両
替
は
今
橋
通
周
辺
に
位
置
す
る
が
、
銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
は

後
発
の
両
替
商
と
し
て
、
小
売
商
が
多
い
大
坂
南
部
の
寺
社
・
芝
居
小
屋
の
近

く
を
商
売
の
基
盤
と
し
て
選
ん
で
い
る
。

本
両
替
の
奉
公
人
の
開
業
が
本
家
と
小
組
の
承
認
を
要
し
た
こ
と
か
ら、

本
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両
替
仲
間
の
小
組
で
は
本
家
と同
じ
島
之
内
組
に
属
し
た
。
文
化
十
年
頃
の
嶋

之
内
組
に
所
属
す
る
九
人
の
内
、
佐
兵
衛
と
本
家
の
弥
助
を
除
く
七
人
の
内

、

勘
兵
衛
・
市
兵
衛
・
清
吉
・
林
兵
衛
と
い
っ
た
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
が
い
る
。
本

両
替
の
小
組
は
当
時
三
ハ
組
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
組
は
銭
屋
佐
兵
衛
の
勢
力
範

囲
で
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
別
家
本
両
替
が
創
出
さ
れ
た
時
期
は
二
代
佐
兵
衛
の
代
と
三
代
佐
兵
衛

代
前
半
で
あ
る
。
た

だ
宗
兵
衛
・
源
兵
衛
は
別
家
直
後
で
は
な
く
文
政
改
鋳
後

に
本
両
替
に
な
る
な
ど
、

別
家
即
本
両
替
開
業
で
な
い
。

市
況
を
に
ら
ん
で
、

経
営
が
成
り
立
つ
と
の
判
断
の
も
と
本
両
替
を
開
業
し
た
と
恩
わ
れ
る
。
し
か

し
佐
兵
衛
の
分
・
別
家
は
佐
一
郎
を
除
い
て
中
堅
の
本
両
替
で
あ
る
が
、
宗
兵

衛
を
の
ぞ
い
て
本
両
替
を
長
く
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
ず
短
命
で
あ
っ
た
。
そ

の
曲
が
り
角
は
文
政
後
半
か
ら
天
保
期
に
あ
る
。
次
章
で
は
、
銭屋
市
兵
衛
を

{fti 

そ
の
経
営
動
向
を
分
析
し
て
、
破
綻
の
理由
を
考
え
て
み
た
い
。

別
家
銭
屋
（
中
西
）
市
兵
衛
の
経
営

本
章
で
は
銭
屋
市
兵
衛
の
経
営
史
料
で
あ
る
銀
控
帳
や
両
替
取
引
証
文
を
検

討
し
、
開
店
か
ら
休
店
に
い
た
る
ま
で
の
経
営
の
推
移
を
検
討
す
る
。

①
銭
屋
の
銀
控
帳
の
性
格

逸
身
家
文
書
の
な
か
に
は
銭
屋
佐
兵
衛
・
佐
一
郎
・
銭
屋
市
兵
衛
の
銀
控
帳



が
あ
り
、
記
載
形
式
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
銀
控
帳
は
本
両
替
店
の
帳
簿
で
、

毎
年
年
末
に
一
ヶ
年
の
収
支
を
計
算
し
て
延
銀
（
純
益
）
を
算
出
し

、

そ
れ
を

年
初
の
有
銀
に
加
え
て
次
年
初
の
有
銀
（
資
本
）
を
定
め
て
い
る
。
奉
公
人
の

人
件
費
や
世
帯
方
入
用
な
ど
の
主
要
な
費
用
は
銀
控
帳
の
な
か
で
支
出
さ
れ
て

い
る
。
商
業
金
融
の
担
い
手
で
あ
る

本
両
替
と
し
て
の
本
質
に
か
か
わ
る
決
箪

帳
簿
で
あ
り
、
最
重
要
の
帳
簿
と
し
て
本
両
替
廃
業
後
も
保
管
さ
れ
て
き
た
と

考
え
ら
れ
る
。

銭
屋
佐
兵
衛
家
で
は
、
領
主
金
融
や
家
屋
敷
経
営
に
関
し
て
は
別
に
帳
簿
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。
領
主
金
融
や
家
屋
敷
経
営
も
含
め
た
経
営
全
体
を
と
ら
え

よ
う
と
い
う
試
み
は
、
「
大
算
用
」
と
い
う
帳
簿
で
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
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下
書
き
的
で
銀
控
帳
ほ
ど
整
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
銭
屋
市
兵
衛
家
関
連
の

帳
簿
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
唯
一
、
銀
控
帳

（
銭市
銀
控
帳
と
略
記
）

江戸後期の本両替経営について（中

だ
け
で
あ
る
。

銭
市
銀
控
帳
の
形
式
は
本
家
銭
佐
銀
控
帳
に
な
ら
っ
て

い
る
が
、
相
違
点
も

あ
る
。
た
と
え
ば
所
持
借
屋
の
家
賃
収
入
は
銭
佐
銀
控
帳
に
は
記
さ
れ
な
い
が
、

銭
市
銀
控
帳
で
は
所
持
借
屋
の
家
賃
収
入
が
時
々
記
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ

は
後
述
す
る
よ
う
に
、
市
兵
衛
が
石
灰
町
に
転
居
し
た
後
し
ば
ら
く
だ
け
久
左

衛
門
町
の
屋
敷
か
ら
家
賃
収
入
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
額
も
少
な
か
っ
た
た
め
だ

ろ
う
。

ま
た
「
算
用
帳
」
と
い
う
佐
兵
衛
に
な
い
市
兵
衛
独
自
の
収
入
項
目
が
あ
り
、

後
に
述
べ
る
よ
う
な
状
況
か
ら
み
て
、
領
主
金
融
か
ら
の
収
入
と
考
え
た
い
。

こ
れ
も
少
額
な
の
で
、
本
家
か
他
家
の
大
名
貸
か
無
尽
へ
の
加
入
出
資
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
銭
市
銀
控
帳
で
は
、
享
和
三
年
（
一
八
O
三
）
正
月
に
「
享
和
二
年
戊

大
算
用
」
と
前
年
の
決
算
で
あ
る旨
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

、

し
ば
ら
く
こ

の
大
算
用
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
。

大
算
用
が
銭
屋
佐
兵
衛
同
様
の
経
営

統
括
行
為
を
示
す
と
す
れ
ば
、
銭
市
銀
控
帳
は
銭
佐
銀
控
帳
と
異
な
り
、
商
業

金
融
・
領
主
財
政
・

家
屋
敷
経
営
を
含
む
経
営
全
体
の
決
算
帳
簿
と
い
う

こ
と

に
な

る
。

②
初
代
銭
屋
市
兵
衛
の
本
両
替
開
店

次
に
銭
屋
市
兵
衛
の
本
両
替
開
業
を
銭
市
銀
控
帳
か
ら
検
討
す
る
。

こ
の
「
銀

控
帳
」
の
表
紙
に
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八）
正
月
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
内

部
の
書
き
始
め
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

寛
政
七
卯
年
八
月
吉
日

十
二
日
店
開

五
貫
目

本
家
δ

元
手
銀
也

内
六
百
五
拾
弐
匁

銭
武
殿

五
分

一り

惣
勘
定

不
足
銀
引
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右
引
残
り
四
貫
三
百
四
拾
七
匁
四
分
九
り

弐
百
六
拾
八
匁
五
分
五
り

人間文化

壱
貫
七
百
壱
匁
八
り

一
、
壱
貫
五
百
四
拾
六
匁
六
分
六
り

〆
三
貫
五
百
十
六
匁
弐
分
九
り

内
一二
貰
六
百
四
拾
九
匁
五
分
九
り

内
一
二
百
七
拾
三
匁
壱
分
五
り

右
引
残
り
三
貫
八
百
四
十
一
匁
四
厘

寛
政
八
辰
年

四
貰
八
百
八
拾
弐
匁
四
分
八
り

壱
貫
拾
五
匁
八
分
八
り

四
貫
百
廿
三
匁
八
分
一
り

九
百
拾
壱
匁
九
分
五
り

〆
拾
貫
九
百
叫
川
四
匁
壱
分
弐
り

内
四
貫
六
百
七
拾
匁
七
分
弐
り

内
四
百
六
拾
弐
匁
五
分
三
り

右
引
残
り
五
貫
八
百
目
八
分
七
り

判
利

銭
利

利
銀

世
帯
入
用

損
銀
也

利
室長

、
リ
リ

，

d

半
和

銭
利

算
用
帳世

帯
諸
入
用

損
銀
高
〆

作
兵
衛

定
介
・
与
兵
衛

綿
伊
八
・
岸
源

惣
〆
九
貫
六
百
四
十
一
匁
九
分
一
り
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す
な
わ
ち
銭
屋
市
兵
衛
は
本
家
で
あ
る
銭
屋
佐
兵
衛
（
二
代
、
寛
政
八
年
五

月
没
）
か
ら
寛
政
七
年
に
銀
五
貫
目
を
元
手
銀
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
か
ら
銭
武
こ
と
銭
屋
武
兵
衛
の
損
失
が
引
か
れ
て
、
開
業
当
初
の
有
銀
（
資

本
）
は
四
貫
三
四
七
匁
四
分
九
厘
で
あ
っ
た
。
銭
屋
武
兵
衛
も
銭
屋
佐
兵
衛
の

別
家
で
あ
り
、
市
兵
衛
が
本
両
替
を
開
業
し
た
菊
屋
町
の
店
舗
は
も
と
銭
屋
武

兵
衛
の
店
で
あ
っ
た
。

こ
の
経
緯
を
菊
屋
町
の
宗
旨
人
別
帳
に
よ
り
検
討
す
る
。
寛
政
六
年
の
人
別

帳
に
よ
る
と
、
同
年
三
月
石
灰
町
銭
屋
佐
兵
衛
方
か
ら
銭
屋
武
兵
衛
・
養
子
市

図 I



太
郎
・
下
人
作
兵
衛
・
同
定
助
が
菊
屋
町
の
借
屋
（
富田
屋
彦
兵
衛
支
配
・
谷

町
二
丁
目
麹
屋
源
兵
衛
所
持
）
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
銭
屋
武
兵
衛
が
別
家
し

て
、
大
坂
南
部
の
島
之
内
に
あ
る
菊
屋
町
の
借
屋
で
本
両
替
の
店
を
出
し
た
の

で
あ
る
。
寛
政
十
年
の
菊
屋
町
の
水
眠
に
よ
れ
ば
、
店
は
長
堀
に
か
か
る
心
斎

橋
か
ら
、
南
の
道
頓
堀
の
戎
橋
へ
と
ぬ
け
る
心
斎
橋
筋
と
、
西
の
久
左
衛
門
町

へ
の
通
り
の
角
に
あ
る
表
口
七
間
・
裏
行
二
O
聞
の
表
借
屋
で
あ
る
（
図
1

参

閉
じ
。

と
こ
ろ
が
翌
寛
政
七
年
五
月
に
武
兵
衛
が
病
死
す
る
と
、
八
月
に
銭
屋
佐
兵

衛
方
か
ら
銭
屋
市
兵
衛
が
移
っ
て
く
る
。
「
大
坂
菊
屋
町
宗
旨
人
別
帳
」
に
は
、

」
の
聞
の
事
情
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

JI I) 

法
花
宗
生
玉
筋
中
寺
町

一
妙
徳
寺
E
那

江戸後期の本両替経営について（中

銭
屋
武
兵
衛

子

市
太
郎

下
人
作
兵
衛

同

定
助

〆
四
人

一
銭
屋
武
兵
衛
儀
当
五
月
病
死
仕
跡
相
続
相
成
相
残
ル
諸
図
不
残
井
下
人

定
助
共
石
灰
町
銭
屋
佐
兵
衛
方
へ
引
取
ニ
罷
成
申
候
以
上

卯
八
月

家
守
清
水
屋
宇
兵
衛

※
貼
紙
A

（
内
容
省
略
一中
川
注
）

法
花
宗
生
玉
筋
中
寺
町

一
妙
徳
寺
日
一
那

銭
屋
市
兵
衛

下
人
惣
助

同

定
助

〆

人

※
貼
紙
B

（
内
容
省
略
一中
川
注

右
市
兵
衛
人
別
之
通
石
灰
町
銭
屋
佐
兵
衛
方δ
移
住
仕
候
以
上

家
守
清
水
屋
字
兵
衛

（
寛
政
七
年
一

中
川
注

卯
八
月

な
お
貼
紙
A

に
は
、
武
兵
衛
の
子
の
市
太
郎
は
も
と
も
と
養
子
で
あ
っ
た
の

が
不
縁
に
な
り
、
卯
三
月
に
実
親
の
摂
津
池
田
村
あ
わ
ん
ど
う
（
阿
波
堂
）
町

脇
坂
玄
京
方
に
引
き
取
ら
れ
た
こ
と
、
武
兵
衛
の
下
人
作
兵
衛
は
卯
七
月
に
家

出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
貼
紙B
に
は
、
市
兵
衛
が
寛
政
七
年
八
月
に

下
人
与
三
吉
、
九
月
に
与
兵
衛
を
抱
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
寛
政
七年
五
月
に
銭
屋
武
兵
衛
が
病
死
し
、
残
さ
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第28号

れ
た
諸
物
と
下
人
定
助
は
八
月
に
本
家
佐
兵
衛
に
引
き
取
ら
れ
た
が

、

入
れ
替

わ
り
に
佐
兵
衛
か
ら
市
兵
衛
と
下
人
定
助
・
惣
助
が
引
っ
越
し
て
き
た
と
い
う

人間文化

こ
と
で
あ
る
。
武
兵
衛
死
後
、
店
と
下
人
定
助
は
そ
の
ま
ま

で
、
市
兵
衛
が
新

う 45 し

す主
な 人
わと
ちし
ゃて
家 佐
佐 兵
是 衛
1!f か

エら思諜
＂守！

Z り
も 込

まと
れ

市 平

善幸
がえ
武る
丘の

衛 が
の日
借然
屋 で
やあ
家ろ

財
、
奉
公
人
に
加
え
本
両
替と
し
て
の
得
意
先
や
債
権
・
債
務
ま
で
含
む
経
営

全
体
を
相
続
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
市
兵
衛
は
元
手
銀
か
ら
本
家
が

負
担
し
て
い
た
武
兵
衛
の
損
失
分
を
補
填
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ

の
よ
う
な
暖
簾
内
で
の
本
両
替
店
の
相
続
は

、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
銭

屋
源
兵
衛
・
佐
一
郎
の
間
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
両
者
は
得
意
先
の
判
鑑
帳
を

継
続
し
て
使
い
、
源
兵
衛
が
し
ば
ら
く
佐
一
郎
の
も
と
で
働
く
こ
と
で
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
は
か
っ
て
い
た
。
「
大阪
昔
時
の
信
用
制
度
」
で
は
、
両
替
商
の

慣
習
と
し
て
「
而
し
て
別
家
の
主
人
死
去
す
る
時
は
本

家
よ
り
其
遺
族
を
給
養

し
、

又
店
の
者
を
取
立
て
〉
別
家
の
後
嗣
ぎ
と為
す
事
あ
り
。
」
と
あ
り

う
し
た
こ
と
が
特
異
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
暖
簾
内
で
の
入
れ
替
え
相
続
は
、
絶家
の
危
機
か
ら
暖
簾
内
を
保

持
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
本
両
替
商
売
上
か
ら
も

意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
本
両
替
の
収
入
源
は
得意
先
で
あ
り
、
得
意
先
の
確
保
に
は
地
縁
的
かっ

継
続
的
な
信
頼
形
成
が
大
切
で
あ
っ
た
。
既
存
の
本
両
替
の
店
や
帳簿
、
奉
公

人
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
可
能
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

ま

た
本
両
替
の
店
に
は
穴
蔵
な
ど
特
殊
な
設
備
や
店
構
え
が
必
要
で
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あ
っ
た
こ
と
も
、
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
銭
屋
武
兵
衛

、

つ
い
で
市
兵
衛
が
開
業
し
た
菊
屋
町
は
、島
之
内
の
南

部
で
、
こ
の
時
期
に
は
食
品
関
係
・

呉
服
・
小
間
物
関
係
な
ど
の
小
売
店
が
増

ぇ
、
独
自
の
繁
華
地
化
を
と
げ
、借
屋
人
の
六
割
が
奉
公
人

を
持
つ
な
ど

上
昇
・

安
定
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
繁
華
地
の
小
売
商
や
往
来
客
を
客

と
し
て
本
両
替
の
経
営
が
成
り
立
つ
余
地
が
あ
り
銭
屋
武

兵
衛
・
市
兵
衛
の

開
業
に
結
び
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。

②
銭
屋
市
兵
衛
の
両
替
取
引
証
文
の
性
格

本
両
替
は
得
意
先
か
ら
金
銀
銭
・

手
形
な
ど
を
無
利
子
で
預
か
り
、
貨
幣
両

替
や
振
手
形
な
ど
の
手
形
の
発
行
、
為
替
取
り
組
み
な
ど
の
サー
ビ
ス
を
提
供

し
た
。
こ
う
し
た
両
替
取
引
開
始
に
際
し
て
は
証
文
が
取
り
交
わ
さ

れ
た
。

逸
身
家
文
書
の
内
に
は
、
初
代
市
兵
衛
家
の
文
化
三
年

（
一八
O
六
）
か
ら

、，

にー

四
代
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
お
よ
ぶ
両
替
取
引
一
札
之
事
」
「
一
札
」

と
い

っ
た
両
替
取
引
証
文
が
四
O
通
弱
残
さ
れ
て
い
る

。
表
ー

に
こ

れ
ら
を
整

理
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
市
兵
衛
家
の
取
引
の
全
体
を
示
す
も
の
で
は
な
く

、

な
ん
ら
か
の
故
障
を
生
じ
た
も
の
が
残
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
以
下
は
、
初
代

銭
屋
市
兵
衛
の
両
替
取
引
開
始
時
の
証
文
の
一
例
（
表l
の
⑦
）
で
あ
る
。



江戸後期の本両替経営について（中 JI I) 

表 l 銭屋市兵衛の両替取引証文

両替取引名別人 両替取引印形人 年月 証文名と日歩 過身家文書番号 注記

① 綿屋武兵衛 術屋権次郎、山城屋治兵衛 文化 3年正月 両替取引一札之事 3-43四8-20

②大和屋利兵衛 川崎屋武左衛門 文化 5年12月 向上 3-43-8-22 

③ 明石屋利助 奈良屋多助 文化 6年正月 向上 3 35 9 
天保14年の預銀証文端裏書に
よれば明石屋家出行方不明

④ 越前屋長兵衛 越前屋勘次郎幼少ニ付代判伊兵衛 文化 6年正月 向上 3-43 8 21 

⑤ 播磨屋市郎兵衛 大和屋清助、 釘屋喜兵衛 文化 6年 4 月 向上 3 43 8 25 

⑥ 山田屋宇兵衛 大坂屋清兵衛 文化 6年 7 月 向上 3-43-8-17 

⑦ 大和屋利助
大和屋利八、枠武兵衛、 大和屋

文化 8年 9 月 向上 3-43-8-18 
力松代判利八、 播磨崖佐兵衛

③ 大和屋利八
枠武兵衛、大和屋利助、 大和屋

文化 8年 9 月 向上 3 43 8 19 
力松代判利八、幡磨屋佐兵衛

⑨ 半田屋庄兵衛 播磨屋弥助、姫路屋次兵衛 文化 9年 3 月 向上 3 43 8 24 

⑩ 播磨屋庄八代判喜兵衛 住吉屋八右衛門 文化IO年間11月 向上 3 43 8 23 

⑪ 天満屋太右衛門 袴屋嘉兵衛 文化l l年 4 月
｝札日廻し銀 l 貰目

3 35 17 
につき （数値未記入）

⑫ 山田屋吉次郎 山田屋治兵衛 文化1 2年 9 月 同上 3 43 8 6 

⑬ 紙屋源兵衛 立野屋卯兵衛 文化14年 3 月
一札 日廻し銀 l

3 43 8 2 
質問につき 5 分

⑭ 河内屋儀助 文政4年正月
一札中芝居勘定

3 43 8 7 
場

⑮ 豊嶋屋仁七郎 阿波屋藤七 文政 5年正月
一札 日廻し銀 l

3 43 8 9 
貫目につき 5 分

⑮ 住吉屋藤吉 住吉屋伊兵衛 文政 5年 5 月 同上 3 43 8 3 

⑫ 
紀伊国屋伊兵衛・播踏

文；政 6年 8 月 同上 3-35-18 
屋林兵衛 ・ 泉屋庄太郎

木綿屋利兵衛は天下茶
⑬ 備前屋武助 木綿屋利兵衛、 大坂屋利兵衛 文政 7年 5 月 向上 3 35 16 屋の人。 後に銭源 ・ 佐

一郎判鑑帳に印あり

⑮ 播磨屋伝蔵 播磨屋伝兵衛、揺腐屋文蔵 文政 9年12月 向上 3 43 8 8 

⑫ 平野屋林兵衛 丸屋平兵衛 文政10年正月 向上 3-43-8-28 

⑫ l局知屋六兵衛 虎屋権兵衛 文政10年 5 月 同上 3-43-8-26 

② 揺磨屋音七 揺磨屋文成、揺磨屋伝兵衛 文政l l年 9 月 同上 3-43-8-5 天保6年借銀証文あり

⑫ 粉川屋吉兵衛 奈良屋伊八 文政l l年1 1月 向上 3 43 8 I 

⑫ 大平寺屋佐兵衛 和泉屋亀助 天保3年l l月
一札日廻し銀 I

3 43 8 4 
貫目につ 3 分

@ 
堺屋新太郎 （振出子

冨田屋仁兵衛代判新兵衛 天保4年 2 月
一札 日廻し銀 l

3 43 8 27 
形は田中屋新太郎） 貫目につき 5分

⑫ 大坂屋藤兵衛 河内屋庄助 天保6年 5 月 同上 3 35 6 
河内屋庄助は後に銭源 ・
佐一郎判鑑帳に印あり

⑫ 越前屋亀松 越前屋長兵衛 天保6年 5 月 向上 3-35-31 

⑧ 越前屋長兵衛 越前屋亀松 天保6年1 2月 向上 3 35 2 

⑫ 
宮崎屋久吉 （振出子形

天保7年 6 月 一札 3 35 8 
Ii丹後屋弥三兵衛名義）

⑩ 
上田屋楠太郎代

越後屋与三兵衛 天保8年10月
一札 日廻し銀 l

3 35 5 
越後屋与ニ兵衛、後に銭源・

判与三兵衛 貨目につき 5 分 佐一郎判鑑帳に印あり

③ 倉橋屋伊右衛門 倉橋屋伊兵衛 天保10年I O月
一札日廻し銀 i 貫

3 35 25 
自につき（数値未記入）

③ 万屋安兵衛 銭屋弥助 天保13年 9 月 向上 3 36 7 

⑬ 木ノ本屋佐兵衛 平野屋7G次郎 天保1 5年正月 向上 3 35 I 

⑩ 住吉屋甚兵衛 住吉屋金兵衛 弘化 2年 6 月 向上 3-35-29 

⑮ 平野屋直輔 池田屋清兵衛 弘化3年4月 向上 3 35 3 

⑧ 大和屋留古代判弥兵衛 鉛屋卯兵衛 嘉永元年l l月 向上 3-35 4 
嘉永元年以降大和屋留吉家

出、 鉛屋安治郎身体限り
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第 28号

両
替
取
引
一
札
之
事

一
、
我
々
中
江
大
和
屋
利
助
壱
人
名
前
金
銀
銭
之
通
帳
を
以
御
取
引
可
レ
被
レ
下

人間文化

候
、
右
通
帳
を
以
銀
子
借
用
ニ
相
成
候
ハ
＼
我
々
中
江
借
用
申
処
実
証

也
、
然
ル
上
通
表
借
用
ニ
相
成
候
節
、
其
元
御
入
用
ニ
御
座
候
ハ
＼
我
々

中
広
急
度
相
渡
可
レ
申
候
、
万
一
印
形
人
之
内
差
支
有
レ
之
候
ハ
＼
相
残

ル
印
形
之
者
δ

元
利
不
レ
残
返
済
可
レ
申
候
、
尤
通
帳
紛
失
仕
候者、
其
元

殿
控
帳
面
之
通
り
無
ニ
相
違
一
勘
定
可
レ
仕
候
、
勿
論
通
帳
者

年
々
相
改
り

候
得
共
、
御
取
引
被
レ
下
候
内
者
、
此
一
札
幾
年
ニ
而
茂
御
用
イ
可
レ
被
レ
成
候
、

為
ニ
後
日
－之
両
替
取
引
我
々
連
印

一
札
伯
而
如
レ
件

大
和
屋
利
助
（
印
）

文
化
八
年
辛
未
九
月

大
和
屋
利
八

（
印
）

か
γ

,
A11 

武
兵
衛
（
印
）

大
和
屋
力
松
（
印
）

ミ
リ

H
H
J
1

4
1

車
十4氷
川I
I

ノ

（
印
）

播
磨
屋
佐
兵
衛
（
印
）

銭
屋
市
兵
衛
殿

こ
の
証
文
を
差
出
し
た
印
形
人
は
大
和
屋
利
助
・
同
利
八
と
倖
武
兵
衛
・
同

大
和
屋
力
松
（
代
判
利
八
）
・
播
磨
屋
佐
兵
衛
の
五
人
で
あ
る
。
金
銀
銭
之
通

帳
の
名
前
人
は
大
和
屋
利
助
で
あ
る
が
、
両
替
取
引
の
契
約
者
は
複
数
で
あ
る
。

同
年
の
菊
屋
町
の
宗
旨
人
別
帳
に
よ
る
と
大
和
屋
利
助
は
菊
屋
町
の
家
持
町
人
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で
あ
る
が
、
大
和
屋
利
八
・
力
松
・
播
磨
屋
佐
兵
衛
は
彼
の
同
居
人
で
も
菊
屋

町
の
町
人
で
も
な
い
。
興
味
深
い
の
は
表
l

の
⑧
に
、
同
時
期
に
印
形
人
は
同

じ
で
あ
る
が
、
大
和
屋
利
八
を
金
銀
銭
之
通
帳
の
名
前
人
と
し
た
両
替
取
引
証

文
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
五
人
が
銭
屋
市
兵
衛
と
両
替
取
引
を
始
め
た
が
、

金
銀
銭
之
通
帳
や
振
手
形
の
名
前
人
に
な
る
の
は
大
和
屋
利
助
と
同
利
八
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

表
ー
を
み
る
限
り
、
名
前
人
が
単
独
で
印
形
人
に
な
っ
て
い
る
の
は
少
し
特

殊
な
⑭
と
⑮
し
か
な
い
。

特
に
文
化
十
一
年
以
降
の
二
札
」
に
は
、
証
文
の

文
面
に
日
歩
の
記
載
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
「
然
上
者

通
表
手
尻
勘
定
何
程
借

用
ニ
相
成
候
共
、
通
帳
名
前
人
之
外
者
請
負
人
杯
与
異
変
之
儀
決
而
不
レ
申
」
（
表

ー
の
⑫
）
と
、
名
前
人
の
他
の
印
形
人
も
請
負
人
す
な
わ
ち
単
な
る
保
証
人
で

は
な
い
と
い
う
趣
旨
の
文
言
が
わ
ざ
わ
ざ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
表
I

の
⑫

の
よ
う
に

一
人
が
名
前
人
と
な
る
の
で
は
な
く
三
人
連
名
で
両
替
取
引
を
し

て
い
る
ケ

l

ス
も
あ
る
。
銭
屋
市
兵
衛
の
場
合
、
単
独
で
の
両
替
取
引
を
全
く

し
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が

複
数
で
の
取
引
が
多
か
っ
た

」
と
は
想
像
で
き
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
い
く
つ
か
提
起
し
て
お
く
。

一
つ
は
商
人
の
暖
簾
内

あ
る
い
は
仲
間
や
組
合
と
の
取
引
で
あ
る
。
表
l

の
⑮
の
播
磨
屋
伝
蔵
は
天
保

三
一
年
刊
「
商
人
買
物
独
案
内
」
に
よ
る
と
四
つ
橋
の
キ
セ
ル
屋
で
あ
る
が
、
印



形
人
の
播
磨
屋
文
蔵
と
と
も
に
江
戸
為
替
を
取
り
組
み、

お
そ
ら
く
商
品
代
金

と
思
わ
れ
る
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
⑫
の
連名
人
の
内
紀
伊
国
屋
伊
助
と
播

磨
屋
林
兵
衛
も
寸
商
人
買
物
独案
内
」
か
ら
四
つ
橋
の
き
せ
る
屋
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る。
本
両
替
の
米
屋
喜
兵
衛
の
例
で
も
、
享
和
二年
（
一
八
O
二
）・

文
化
五
年
に
兵
庫
生
魚
問
屋
仲
間
の
「
組
合
」
と
両
替
取
引
を
行
い
、

印

惣
代
と
し
て
名
前
人
に
な
っ
て
い
る
。
商
人
が
共
同
し
て
遠
隔
地
か
ら
商
品
代

一
人
が

を
取
り
立
て
た
り
、
同

一
の
両
替
屋
の
口
座
間
で
資
金
を
振
り
替
え
る
便
宜
は

大
き
い
だ
ろ
う
。

次
に
両
替
取
引
開
始
に
あ
た
っ
て
、
相
手
の
信
用
度
が
低
い
た
め
に
銭
屋
市

兵
衛
が
名
前
人
以
外
に
印
形
者
を
求
め
た
可
能
性
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

ぃ
。

両
替
取
引
上
の
債
権
、
す
な
わ
ち

当
座
預
金
以
上
の
振
手
形
の
過
振
や
引

! | |) 

き
出
し
か
ら
生
じ
る
債
務
は
後
述
す
る
よ
う
に
恒
常
的
で
あ
っ
た
。
竹
川
彦
太

江戸後期の本両替経営について （中

郎
の
大
坂
本
両
替
店
の
文
政
三
年

「
店
定
之事
」
で
も
得
意
先
と
の
取
引
に
つ

い
て
「
尤
取
引
之
始
入
二

札
－下
書
之
通
証
人
相
立
取
置
可
レ申
事
」
と
あ
り

、

両
替
取
引
開
始
に
際
し
て
保
証
人
を
取
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
両
替
取
引

の
場
合
、
金
銀
銭
取
引
通
上の
出
入
は
流
動
的
で
債
権
を
確
定
す
る
こ
と
が
難

し
い
こ

と
か
ら
、
本
来
保
証
人
で
あ
る
べ
き
者
も
印
形
人
と
し
て
連
名
さ
せ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
に
挙
げ
た
文
化
十
一
年
以
降
の
「
一
札
」

の
文
言

そ
の
も
の
が
、
名
前
人
以
外
の
印
形
人
が
保
証
人
だ
と
主
張
し
て
債
務
を
逃
れ

ょ
う
と
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
。

こ

れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
表
I

の
⑨
が
あ
る
。
名
前
人
半
田
屋
庄
兵

衛
は
ど
う
い
う
人
物
か
わ
か
ら
な
い
が
、
他
の
印
形
人
で
あ
る
姫
路
屋
次
兵
衛

は
中
之
島
常
安
町
の
船
宿
、
播
磨
屋
弥
助
は
淀
屋
橋
南
詰
の
播
州
姫
路
飛
脚
、

琴
平
出
船
所
・
船
宿
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
な
ど
は
大
坂
以
外
の
者
が
両
替
取

引
を
す
る
に
あ
た
っ
て
な
じ
み
の
船
宿
に
保
証
し
て
も
ら

っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
表l
の
⑫
も
、
銭
屋
佐
兵
衛
の
本
家
銭
屋
弥
助
が
印
形
人
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
こ
れ
は
弥
助
が
自
分
の
得
意
先
を
市
兵
衛
に
紹
介

目

す
る
に

あ
た
っ
て
印
形
人
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表
I

の
両
替
取
引
証
文
の
印
形
人
に
つ
い
て
は
、
居
住
町
や
職
種
が
記
さ
れ

ょ
、
J

こ
よ
り
こ
、

f

し

T
M
q
y
v

そ
の
正
体
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な

い
。
大
和
屋
利
助
や
四
つ
橋

の
き
せ
る
屋
な
ど
近
隣
の
者
が
多
い
よ
う

だ
が
、
皆
が
大
商
人
と
は
い
え
な
い

ょ
う
で
あ
る
。
同
時
期
の
買
物
案
内
や
長
者
番
付
な
ど
に
出
て
く
る

者
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
銭
屋
佐
一
郎
の
得
意
先
の
よ
う
な
各
種
問
屋
や
道
修
町
薬
種
中
買

日

や
干
鰯
仲
買
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
表
l

以
外
で
も
得
意
先
と
わ
か
る
者

の
な
か
に
は
借
屋
人
も
い
る
。
そ
う
した
得
意
先
の
経
営
の
危
う
さ
も
あ
っ

て
、

両
替
取
引
に
あ
た
っ
て
名
前
人
単
独
で
は
な
く
複
数
の
印
形
人
を
立
て
た
の
で

は
な
い
だ

ろ
う
か
。

な
お
先
に
あ
げ
た
大
和
屋
利
助
は
菊
屋
町
の
両
替
商
で

、

本
両
替
で
は
な
い

が
、
文
化
四
年
か
ら
七
年
の
「
両
替
手
形
便
覧
」

に
も
掲
載
さ
れ
る
大
手
の
銭

両
替
で
あ
る
。
銭
両
替
は
本
両
替
の
得
意
先
と
な
り
本
両
替
の
金
融
シ
ス
テ
ム
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第28号

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の

一
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
少
し
詳
し
く
み

て
お
こ
う
。

人間文化

大
和
屋
利
助
は
、
寛
政
十
年
九
月
に
南
堀
江
三
一
丁
目
の
大
和
屋
嘉
助
方
よ
り

菊
屋
町
に
移
住
し
借
宅
し
た
。
大
和
屋
嘉
助
か
ら
分
家
な
い
し
別
家
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
大
和
屋
嘉
助
も
高
台
橋
南
詰
と
し
て
両
替
手
形
便
覧
に
載
り
、
本
両

替
で
は
な
い
が
大
手
の
銭
両
替
と
考
え
ら
れ
る
商
人
で
あ
る
。
菊
屋
町
の
宗
旨

人
別
帳
に
よ
る
と
、
大
和
屋
利
助
は
享
和
三
年
に
家
持
と
な
り
、
文
化
期
に
下

人
の
数
を
二
人
か
ら
五
人
程
度
に
増
や
し
、
経
営
を
拡
大
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
時
期
に
同
町
内
の
銭
屋
市
兵
衛
の
得
意
先
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
八
年
の

大
和
屋
利
助
家
は
妻
と
子
供

一二
人
に
加
え
、
下
人
五
人
・

乳
母

一
人
・

下
女
一

人
の
十
二
人
世
帯
で
あ
る
。
こ
の
と
き
銭
屋
市
兵
衛
は
家
族
三
人
に
下
人三
人
・

下
女

一
人
の
八
人
世
帯
で
、
奉
公
人
数
は
大
和
屋
利
助
が
上
回
る
。

と
こ
ろ
が
大
和
屋
利
助
家
で
文
政
五
年
（

一
八
二
二
）
に
代
替
わ
り
が
あ

り
、
同
十
年
三
月
に
先
代
が
没
す
る
と
、
両
替
取
引
残
銀
や
預
け
た
貨
幣
の
取

り
込
み
事
件
を
お
こ
し
て
菊
屋
町
内
や
近
隣
の
得
意
先
に
出
訴
さ
れ
た
。
出
訴

の
段
階
で
、
大
和
屋
は
菊
屋
町
内
に
下
人
十

一
人
を
か
か
え
る
小
倉
屋
平
右
衛

門
（
小
倉
油
で
有
名
な
小
間
物
商
）

を
は
じ
め
家
持
四
人
、
家
守

一
人
、
借
屋

人
五
人
を
得
意
先
と
し
て
持
ち
、
隣
町
の
木
挽
町
な
ど
に
も
得
意
先
を
拡
げ
て

コ
ヂ
回

0

・V

ふ
／

し
か
し
大
和
屋
は
お
そ
ら
く
代
替
わ
り
を
き
っ
か
け
と
し
た
危
機
を
乗

り
越
え
ず
こ
と
が
で
き
ず
、
得
意
先
に
一
部
を
弁
償
す
る
こ
と
で
内
済
は
し
た

も
の
の
、
同
年
八
月
に
は
菊
屋
町
の
家
屋
敷
を
売
り
払
い
順
慶
町
の
借
屋
に
転

居
し
、
銭
両
替
も
廃
業
し
た
。
こ
の
と
き
銭
屋
市
兵
衛
は
す
で
に
菊
屋
町
に
は
48 

お
ら
ず
、
大
和
屋
の
得
意
先
ら
の
訴
訟
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
大

和
屋
利
助
ら
の
両
替
取
引
証
文
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
損
失
を
蒙
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。

な
お
本
両
替
が
得
意
先
に
対
し
て
当
座
預
金
を
ど
れ
だ
け
上
回
る
振
手
形
の

発
行
を
許
す
か
と
い
う
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
表
I

の
両
替
取
引
証
文
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
竹
川
彦
太
郎
の
大
坂
本
両
替
店
で
は
過
振
は
滞
る
こ
と
が
多

い
と
し
て
得
意
先
の
分
限
に
応
じ
た
限
度
額
を
定
め
て
運
用
す
る
こ
と
を
決
め

て
い
た
が

、

最
初
か
ら
こ
れ
ま
で
と
決
め
て
得
意
先
に
通
告
す
る
わ
け
で
は
な

印

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
大
阪
昔
時
の
信
用
制
度
」
で
は
、
両
替
取
引
は
代
々

継
続
す
る
こ
と
が
多
く
、
「

一
片
の
書
面
文
は
口
諾
に
依
り
て
過
振
を
承
諾
し
、

別
に
謹
－
魔
物
を
徴
せ
ず
、
過
振
及
貸
金
に
封
し
て
は
携
保
を
徴
す
る
事
無
く
」

と
し
て
い
る
。

ま
た
過
振
な
ど
貸
し
越
し
に
つ
く
日
歩
に
つ
い
て
も
、
表l
の
①
か
ら
⑩
ま

で
の
両
替
取
引
証
文
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
文
化
十
一
年
の
二
札
」
（
表

ー
の
⑪
）
か
ら
具
体
的
な
利
率
は
未
記
入
で
あ
る
が
「
日
廻
し
」
（
日
歩
）の

文
言
が
入
る
。
文
化
十
四
年
三
月
の
二
札
」
（
表
l

の
⑬
）
か
ら
天
保
八
年

十
月
の
一
札
（
表l
の
⑩
）
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
「
日
廻
し
」一貫
目
に
つ
き
五
分
、

す
な
わ
ち

O
、

O
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
月
利

一
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
率
で
あ
る
。



例
外
は
表
I

の
⑫
の
一
札
で
、日
歩
は
O

、

O
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
二
代

目
か
ら
三
代
目
に
か
け
て
銭
屋
市
兵
衛
の
日
歩
は
お
お
む
ね
安
定
的
で
、
そ
の

水
準
は
天
保
期
（
一
八
三
0
1
四
四
）
か
ら
弘
化
期

（
一
八
四
四1

四
八
）
頃

の
記
事
と
考
え
ら
れ
る
「
守
貞
漫
稿
」
で
日
歩
は
銀
一
貫
目
に
つ
き
五
歩
と
記

さ
れ
て
い
る
の
と
合
致
し
て
い
る
。
元
文
元
年
以
降
幕府
は
年
利
一
五
パ
1

セ

ン
ト
以
下
に
利
子
を
制
限
し
た
が
、
日
歩
は
年
利
に
直
せ
ば
制
限
を
上
回
る
高

利
で
あ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

文
政
二
年
六
月
に
金
相
場
下
落
に
よ
り
日
歩
の
利
率
が
上
昇
し
た
例
が
あ

り
、
日
歩
は
変
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
銀
目
で
の
当
座
貸
付
で
あ
る
た
め
、

銀
の
相
場
に
左
右
さ
れ
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
そ
う
す
る
と
文
化
末
以
降
の

日
歩
の
安
定
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

幕
府
が
物
価
引
き

下
げ
の
た
め
日
歩

JI I) 

の
制
限
を
試
み
、
そ
の
対
応
と
し
て
本両
替
仲
間
で
限
度
額
を
定
め
た
と
い
う

江戸後期の本両替経営について（中

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
表
I

の
⑨
以
降
両
替
取
引
証
文
に
日
歩
の
記
入
が

な
く
な
る
の
は
天
保
改
革
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
天
保
十三
年

（
一
八
四
二
）

は
物
価
引
き
下
げ
令
と
制
限
利
子
の
引
き
下
げ
（
年
利一
二
パ
ー

セ
ン
ト
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
）
に
よ
り
、
本
両
替
仲
間
で
は
日
歩を
三
〈
〉
五
分
か
ら二
1

四

分
に
引
き
下
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
暮
れ
の
節季
に
は
、
そ
れ
で
は

誰
も
貸
す
本
両
替
が
い
な
い
と
危
倶
さ
れ
た
こ
と
か
ら

一
時
的
に
五
分
に
引

き
上
げ
て
も
よ
い
と
仲
間
内
で
内
々
で
定
め
て
い
る
の
で
あ
ふ

。

な
お
両
替
取
引

に
お
け
る
貸
し
出
し
超
過
分
の
滞
り
は
、
初
代
市
兵
衛
が
開

業
し
て
す
ぐ
生
じ
て
い
る

。
先
に
あ
げ
た
銭
市
銀
控
帳
の
寛
政
七
年
の
項に
あ

る
損
銀
の
内
綿
伊
八
・
岸
源
と
あ
る
の
は
両
替
取
引
の
滞
り
で
あ
ろ
う
。
貸
し

出
し
超
過
は
日
歩
の
対
象
と

な
る
だ
け

で
滞
り
で
は
な
い
が
、
得
意
先
が
そ
れ

を
補
填
で
き
な
か
っ
た
り
、
店
を
た
た
ん
だ
り
、
破
産
す
る
と
滞
り
と
な

る
。

そ
の

際
両
替
側
は
振
手
形
の
発
行
停
止
な
ど
の
取
引
停
止
の
措
置
を
と
っ
た
は

ず
で
あ
る
が
、
滞
り
が
す
ぐ
に
損
銀
と
し
て
処
理
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

取

引
状
況
や
返
済
の
見
込
み
に
応
じ
て
処
理
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
損
銀

と
し
て
銀
控
帳
か
ら

一
旦
支
出
さ
れ
て
も
、
別
の
帳
簿
に
移
さ
れ
て
対
談
や
訴

訟
に
よ
り
回
収
が
図
ら

れ
た
と
み
ら
れ
る
。

一般
の
借
銀
証
文
に
付
け
替
え
ら

れ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
し

か
し
表
l

の
③
の
明
石
屋利
助
は
最
終
的
に
行
方
不

明
と
な
り
、
⑮
の
大
和
屋
留
吉
は
家
出
、
鉛
屋
卯
兵
衛
の
係
累
と
み
ら
れ
る
安

冶
郎
も
身
体
限
り
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
滞
り
が
回
収
さ
れ
な
い
ま

ま
残
っ
た
も
の
も
多
い
と

考
え
ら
れ
る
。

「
大
阪
昔
時
の
信
用
制
度
一
で
は
、

「両
替
が
商
人
に
信
用
を
輿
ふ
る
事
此
の

如
き
が
故
に
、
商
人
の
方
に
在
り
て
も非
常
に
信
用
を
重
ん
じ
、
決
し
て
不
渡

を
為
す
が
如
き
事
無
く
、
過
振
に
封
し

で
も
必
ず
之
を
償
却
し
、
約
束
を
違
ふ

る
は
皆
無
と
云
ふ
も
大
過
無
き
状
況
な
り

き
」
、
「
両
替が
得
意
の
為
に
損
害
を

蒙
む
る
事
の
殆
ど
皆
無
な
り
し
は

、
全
く

其
選
揮
を
慎
み
し
に
由
れ
り
。
」
な

ど
と
記
さ
れ
る
。
本
両
替
は
得
意
先
を
厳
選
し
、
得
意
先
も
手
形
不
渡
り

を
出

す
よ
う
な
こ

と
は
ほ
と

ん
ど
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
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銭
屋
市
兵
衛
の
よ
う
な
近
世
後
期
の
中
堅
ど
こ
ろ
の
本
両
替
の
経
営
で
は
、
印

形
人
を
複
数
と
し
て
保
険
を
か
け
て
も
、
必
ず
し
も
安
定
的
と
は
い
え
な
か
っ

人間文化

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

③
初
代
市
兵
衛
の
経
営
（
1

文
化
八
年
）

初
代
銭
屋
市
兵
衛
は
寛
政
七
年
に
開
店
し
た
あ
と
、
奉
公
人
を
二
人
雇
い
、

十
一
月
に
女
房
と
わ
を
戎
島
町
淡
路
屋
弥
兵
衛
か
ら
迎
え
た
。
寛
政
十
年
五
月

に
は
娘
い
わ
が
出
生
し
、
同
年
八
月
に
は
今
橋
一
丁
目
の
紀
伊
国
屋
伊
兵
衛
方

か
ら
養
子
大
吉
を
迎
え
た
。
享
和
二
年
十
一
月
に
と
わ
が
亡
く
な
る
と
、
翌
年

正
月
に
と
わ
の
実
家
か
ら
た
け
を
後
妻
に
迎
え
た
。
同
年
十
月
に
実
子
の
清
吉

が
出
生
し
た
が
、
な
ぜ
か
文
化
二
年
間
八
月
に
南
瓦
屋
町
播
磨
屋
仙
太
郎
借
屋

日

に
幼
少
の
息
子
だ
け
を
別
宅
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
銭
屋
清
吉
は
文
化
十
年
前
後

に
は
本
両
替
仲
間
島
之
内
組
に
所
属
し
、
幼
少
の
た
め
代
判
人
に
林
兵
衛
が

同

立
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
本
両
替
を
営
業
し
て
い
た
か
、
本
当
に
親
と
別
居
し

た
か
は
確
認
で
き
な
い
。

市
兵
衛
が
別
家
し
た
の
は
本
家
の
二
代
佐
兵
衛
の
最
晩
年
で
あ
る
。
三
代
佐

兵
衛
は
寛
政
八
年
に
相
続
し
た
が
、
ま
だ
一
四
歳
と
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
実
質

的
に
は
暖
簾
内
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
経
営
が
行
わ
れ
た
だ
ろ
う。
寛
政
十

二
年
夏
に
両
替
騒
動
が
起
こ
っ
た
際
に
は
佐
兵
衛
は
病
身
と
し
て
代
判
を
別
家

勘
兵
衛
が
勤
め
て
い
た
が
、
市
兵
衛
も
佐
兵
衛
代
と
し
て
家
質
証
文
を
引
宛
に

肝

借
り
入
れ
を
し
た
受
取
書
を
出
す
な
ど
本
家
の
用
を
つ
と
め
て
い
る
。
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!||) 江戸後期の本両替経営について（中

銭
市
銀
控
帳
か
ら
初
代
市
兵
衛
の
経
営
を
検
討
し
よ
う
。
図
2

は
各
年
の
収

入
と
支
出

、

そ
し
て
有
銀
の
額
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
収
入
総
額
は
開
業

し
て
か
ら
文
化
元
年
ま
で
漸
増
し
、
文
化
二
年
に
銀
一
九
貫
目
を
超
え
、
そ
れ

以
降
は
二
O
貫
目
を
こ
え
る
年
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
支
出
も
次
第
に
増
加
す

る
も
の
の
、
文
化
ま
で
は
五
、
六
貫
目
、
そ
れ
以
降
は

一
0
1

一
七
貫
目
で
、

銭屋市兵衛「銀控帳」の収入項目別動向

収
入
を
上
回
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
有
銀
に
毎
年
の
延
銀
（
純
益
）
が
加

え
ら
れ
て
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
初
代
市
兵
衛
の
代
、
有
銀
は
開
業
か
ら
文
化

七
年
末
ま
で
の
一
五
ヶ
年
で
三
三
倍
に
増
加
し
た
。

初
代
市
兵
衛
の
代
の
主
な
収
入
は
、
図
3

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
利
銀
・
小

判
利
・
銭
利
・
算
用
帳
で
あ
る
。
各
々
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

利
銀
は
貸
付
の
利
息
で
あ
り
、
振
手
形
の
過
振
な
ど
に
よ
る
通
帳
上
の
借
し

越
し
に
つ
く
日
歩
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
先
述
し
た
よ
う
に両
替
取

引
の
滞
り
は
借
銀
証
文
に
付
け
替
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、そ
の
他
に
証
文
貸

も
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

図 3

二
代
市
兵
衛
相
続
前
の
大
吉
や
そ
の
義
母
た
け

国

が
町
人
相
手
に
貸
付
を
し
た
証
文
が
残
っ
て
い
る
。
銭
屋
市
兵
衛
家
で
は
少
な

く
と
も
当
主
以
外
の
家
族
の
証
文
貸
で
あ
る
が
、
そ
の
利
潤
が
市
兵
衛
家
の
本

両
替
経
営
に
帰
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

図
3

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
市
兵
衛
家
の
収
入
と
し
て
最
も
重
要
な
の

は
利
銀
で
あ
る
。
こ
れ
は
得
意
先
へ
の
貸
付
額
に
対
応
す
る
か
ら
、
得
意
先
の

多
さ
や
得
意
先
の
商
業
活
動
の
活
発
さ
を
表
し
て
い
る
。
初
代市
兵
衛
の
代
で
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は
享
和
か
ら
文
化
初
に
か
け
て
一
時
的
に
落
ち
込
む
が
そ
の
後
は
急
激
に
伸

び
て
い
き
、
文
化
七
年
に
は
銀
一
九
貫
目
を
こ
え
る
。

52 

小
判
の
利
・
銭
の
利
は
貨
幣
両
替
の
利
益
で
あ
る
。
銭
市
銀
控
帳
に
よ
れ
ば
、

天
保
八
年
に
「
年
来
小
売
徳
除
置
分
付
出
」
と
し
て
銀
四
貫
目
弱
が
収
入
に
加

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
銀
控
帳
に
毎
年
記
さ
れ
て
い
る
銭
利
は
、
店
先
で
の
現

銭屋市兵衛「銀控帳」の支出項目別動向

物
貨
幣
の
両
替
（
小
売
）
で
は
な
く
、
金
相
場
所
で
の
仲
間
内
取
引
や
得
意
先

相
手
の
貨
幣
両
替
の
利
益
と
考
え
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
銭
利
は
初
代
市
兵
衛
に
と
っ
て
、
利
銀
に
つ
ぐ
重
要
な
収
入
源
で

あ
る
。
銭
相
場
は
当
時
安
値
で
安
定
し
て
お
り
、
相
場
変
動
で
大
き
な
利
潤
を

獲
得
で
き
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
。
従
っ
て
銭
利
の
多
さ
は
、
初
代
市
兵
衛

の
得
意
先
が
銭
を
商
品
代
や
賃
銭
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
の
多
い
小
売
商
や
銭

屋
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
る
。
ま
た
図

3

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
銭
利
は
享
和

か
ら
文
化
初
に
落
ち
込
み
そ
の
後
に
回
復
す
る
と
い
う
、
利
銀
と
よ
く
似
た
動

き
を
し
て
い
る
。
利
銀
が
得
意
先
と
の
両
替
取
引
の
規
模
を
表
す
と
す
る
と
、

図 4

銭
の
扱
い
高
も
同
じ
よ
う
な
動
き
を
す
る
の
は
納
得
で
き
る
。
小
判
利
も
次
第

に
増
加
す
る
が

銭
利
に
は
は
る
か
に
及
、
ば
な
い
。

算
用
帳
と
さ
れ
る
収
入
は
本
両
替
開
業
の
年
に
は
な
い
が
、
翌
八
年
に
銀
九

八
一
匁
余
が
計
上
さ
れ
、
漸
増
し
て
、
文
化
期
に
銀
二
貫
目
を
超
え
る
。
収
入

全
体
に
し
め
る
割
合
は
少
な
い
が
、
安
定
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
領
主

金
融
か
ら
の
収
入
と
考
え
て
お
く
。



次
に
支
出
を
検
討
す
る
。
図
4

に
支
出
の
主
要
項
目
の
推
移
を
あ
ら
わ
し
た
。

主
要
な
支
出
項
目
に
は
、
世
帯
方
、
奉
公
人
へ
の
心
付
・
給
料
、
本
家
手
当
銀

引
（
積
銀
）
、
損銀
・
年
賦
付替
・
違目
手
代
引
負
な
ど
の
店
方
の
損
失
が
あ
り
、

臨
時
に
家
屋
敷
購
入
や
家
族
の
冠
婚
葬
祭
費
用
や
伊勢
参
宮
費
用
、
幕
府
御
用

金
な
ど
の
費
用
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
年
の
支
出
は
世
帯
方
入
用
と
損

銀
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。

損
銀
は
開
業
当
初
か
ら
あ
り

、
寛
政
九
年
に
は
「
播

万
ニ
セ
手
形
・
木
津
孫
太
郎
当
座
帳
引
残
り
損
」
一
貫
九
六
匁
余
、
翌
十
年
に

は

「
金
銀
算用
不
足
、
廿
二
〆
文
盗
賊
合
、
其
外
得
意
方
少
々
損
銀
引
」
＝
一
三

二
匁
余
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
損
銀
の
な
か
に
は
勘定
が
あ
わ
な
い
こ
と

や
偽

手
形
や
盗
賊
に
あ
っ

た
損
失
も
あ
る
が

、

多
く
は
得
意
先
と
の
両
替
取
引
の
滞

り
で
あ
る
。

寛
政
十
一
・

十
二
年
に
は
損
銀
を
出
し
た
得
意
先
の
名
前
が
略
記

JI I) 

さ
れ
る
が
、
享
和
期
以
降
は
損
銀
額
が
増
え
た
た
め
か
、
〆

高
の
み
が
記
さ
れ

江戸後期の本両替経営について （中

る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
二
代
市
兵
衛
の
経
営
（
1

天
保
四
年
）

初
代
市
兵
衛
は
文
化
八
年
九
月
に
病
死
し、
養
子
の
大
吉
が
市
兵
衛
と

改
名

し

て
相
続
し
た
。
翌
九
年
義
妹
の
い
わ
が
と
き
と
改
名
し
て
女
房
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
お
そ
ら
く
初
代
か
ら
の
既
定
の
方
針
と
し
て
二
代
市
兵
衛
が
婿
養
子

と
し
て
あ
と
を
継
い
だ
こ
と
に
な
る
。
文
化
十
年
に
は
当
時
石
灰
町
の
銭
屋
佐

兵
衛
の
借
屋
人
で
あ
っ
た
義
弟清
吉
が
引
き
取
ら
れ

、

こ
れ
以
降
原
則
と
し
て

同
居
し
た
。
逸
身
家
文
書
の
な
か
に
は
、
文
化
十
年
十
二
月
か
ら
文
政
二
年
二

月
ま
で
清
吉

、

文
政
三
年
三
月
か
ら
文
政
七
年
ま
で
市
二
（
次
・
治
）
郎
に
あ

て
た
質
物
請
状
・
銀
預
証
文
が
多
数
残
っ

て
い
ふ
。
「銀
控
帳
」
に
は
文
政
四

年
に
市
兵
衛
が
義
母
た
け
・
妹
と
め
・
市
二
郎
と
と
も
に
荷
持
一
人
を
つ
れ
て

伊
勢
参
宮
し

た
費
用
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
市
二
郎
は
清
吉
が
改
名
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

文
化
十
二
年
八
月
二
十
八
日
に
二
代
市
兵
衛
は
菊
屋
町
か
ら
す
ぐ
南
の
久
左

衛
門
町
に
お
い
て
間
口

四
軒
半
・
裏
行
二
O
聞
の
家
屋
敷
を
購
入
し

移
転
し

た
。
久
左
衛
門
町
は
島
之
内
南
端
、
道
頓
堀
北
岸
に
位
置
す
る
芝
居
で
繁
栄
し

た
町
で
あ
る
。

化
政
期
は
二
代
目
嵐
吉
三
郎

（
璃
寛
）
と＝
一代
田
中
村
歌
右
衛

門
（
芝
翫
）
の
二
大
ス
タ
ー
の
ラ
イ
バ
ル
対
決
も
あ
っ
て
、
道
頓
堀
の
大
芝
居

が
隆
盛
し
た
。

文
政
四
年
正
月

二
札
」
に
よ
る
と
、
市
兵
衛
は
中

の
芝
居
の
関
係
者
と
み

ら
れ
る
河
内
屋
儀
助
と
両
替
取
引

を
始
め
た
が
、
「
当
時
中
之
芝
居
勘
定
場δ

毎
日
金
銭
其
元
殿
江
差
入
」
る
分
は
取
引
通
で
は
な
く
受
取
通
に
入
帳

し

、
「
万

一
取
引
通
表
銀
子
借
用
ニ
相
成
候
ハ
、
、
別
紙
受
取
通
ニ
差
入
有
レ之
候
金
銭

ヲ
以
差
引
勘
定
」
す
る
こ
と

を
取
り
決
め
た

（表
l

の
⑭
）
。
な
ぜ
帳
簿
を
二

重
に
す
る
か
と
い
う
と

、
「
取
引通
帳
芝
居
へ
遣
し

置
候
事
難
二相
成
－」、

つ
ま

り
芝
居
小
屋
と
の
両
替
取
引
は
で
き
な
い
と

い
う

理
由
で
あ
っ
た
。
両
替
取
引

に
お
い
て
は

名
義
人
が
必
要
で
あ
る
た
め
も
し
れ
な
い
が
、
惣
会
所
や
町
会
所

と
い
っ

た
団
体
と
両
替
取
引
が
な
さ
れ
た
例
も
あ
る
の
も
、
芝
居
小

屋
固
有
の
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問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
質
的
に
は
受
取
通
を
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、
中
の
芝
居
勘
定
場
か
ら
金
銭
が
市
兵
衛
方
の
河
内
屋
儀
助
の
口
座
に

人間文化

預
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

文
政
五
年
三
月
河
内
屋
儀
助
差
出
・
市
兵
衛
宛
「
返
り
一
札
」
に
は
、
先
年

よ
り
両
替
取
引
を
頼
ん
で
金
銀
銭
之
通
帳
で
取
引
し
て
い
る
こ
と
、
通
帳
を
紛

失
し
た
の
で
新
通
帳
に
付
け
替
え
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
文
政
五

年
正
月
十
八
日
か
ら
閏
正
月
二
十
八
日
ま
で
に
「
仮
請
取
通
帳
」
を
も
っ
て
中

の
芝
居
か
ら
市
兵
衛
方
へ
差
し
入
れ
ら
れ
た
額
は
、
金
二
両
一
分
、
銭
六
六
五

貫
＝
二
六
文
で
あ
っ
た
。
多
額
の
金
銭
、
と
り
わ
け
銭
が
中
芝
居
か
ら
市
兵
衛

方
に
預
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
木
戸
銭
な
ど
の
興
業
収
入

と
み
ら
れ
る
。
河
内
屋
は
お
そ
ら
く
こ
れ
を
金
銭
な
い
し
振
手
形
で
引
き
出
す

便
宜
を
銭
屋
市
兵
衛
か
ら
得
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

文
化
十
三
年
三
月
の
二
札
」
は
、
泉
州
貝
塚
丹
波
屋
八
郎
右
衛
門
か
ら
積

み
登
さ
れ
た
銭
六
O
O
貫
文
に
つ
い
て
市
兵
衛
と
金
屋
与
右
衛
門
・
河
内
屋
五

兵
衛
が
申
し
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
六O
O
貫
文
は
金
屋
・
河
内
屋
が

丹
波
屋
か
ら
買
い
取
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
取
引
両
替
で
あ
る
銭
屋

市
兵
衛
方
に
積
み
の
ぼ
せ
た
た
め
に
、
市
兵
衛
が
代
銀
を
渡
す
旨
を
記
し
た
受

取
書
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
金
屋
ら
は
こ
の
受
取
書
を
丹
波
屋
か
ら

取
り
戻
し
、
銭
は
市
兵
衛
に
売
る
こ
と
に
し
て
両
替
取
引
通
に
銭
を
預
け
入
れ

代
銀
を
受
け
取
る
こ
と
で
決
着
し
て
い
る
。
こ
の
一
件
か
ら
も
二
代
目
市
兵
衛

も
初
代
同
様
、
銭
を
多
量
に
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

銭
市
銀
控
帳
か
ら
二
代
市
兵
衛
の
経
営
動
向
を
分
析
し
よ
う
。
図
2

か
ら
わ
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か
る
よ
う
に
、
文
化
後
期
か
ら
文
政
初
年
ま
で
と
、
文
政
改
鋳
後
で
違
い
が
み

ら
れ
る
。
有
銀
は
前
半
で
お
ち
こ
み
、
文
政
四
年
頃
を
境
に
回
復
し
て
天
保
三

年
に
市
兵
衛
家
の
経
営
全
体
を
通
し
て
最
大
の
銀
一
三
七
貫
目
余
に
達
す
る
。

二
代
市
兵
衛
の
経
営
を
前
半
と
後
半
に
わ
け
で
検
討
し
よ
う
。

前
半
の
収
入
は
前
代
同
様
、利
銀
が
最
多
で
銭
利
が
次
ぐ
。
：

r
a
H
リ

同
氏
斗
」
三
川
川

ナ
J

争
J
4
木
川IS
E
P
V
4日
υ

代
の
末
期
よ
り
は
減
額
し
、
年
銀
一
O
I

一
二
貫
目
程
度
で
、
文
化
九
年
と
文

政
元
年
に
は
特
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
銭
利
も
文
化
前
半
ほ
ど
の
水
準
で
は
な

ぃ
。
小
判
利
は
微
増
し
て
銀
二
貫
目
の
水
準
を
保
ち
、
文
政
三
年
に
は
改
鋳
の

影
響
で
巨
額
の
収
益
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
利
銀
や
銭
利
の
不
振
の
理
由
は
銀
控
帳
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。

百

草
間
伊
助
が
「
草
間
伊
助
筆
記
」
巻
四
で
指
摘
し
て
い
る
文
化
七1
九
年
の
幕

府
買
米
御
用
に
よ
る
大
坂
の
銀
詰
ま
り
と
市
況
の
悪
化
が
影
響
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
買
米
に
銀
納
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
「
市
中
買
穀
之
も
の
共
皆
銀

上
納
ハ
、
右
之
通
両
替
方
へ
預
ケ
置
候
銀
ヲ
俄
ニ
取
立
申
候
事
故
、
取
引
得
意

多
キ
両
替
屋
ハ
、
諸
方
広
一
時
に
正
銀
被
－一
取
立
ヘ
融
通
之
道
ふ
さ
が
り
、
迷

惑
難
渋
一
一
及
、
手
許
差
支
、
無
レ
拠
店
ヲ
仕
廻
、
諸
方
取
引
も
絶
へ
申
候
時
ハ
、

市
中
万
物
自
然
ト
不
繁
昌
ニ
相
成
り
」
と
、
得
意
先
が
銀
を
引
き
出
し
た
こ
と

か
ら
両
替
屋
が
差
し
支
え
、
銀
詰
ま
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ



に
よ
り
米
切
手
入
替
が
停
止
さ
れ
て
か
え
っ
て
米
価

が
下
落
し
、
大
名
貸
も
破

談
と
な
っ
た
と
い
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
銭
屋
林
兵
衛
が
こ
の
時
期
に
休
店

し
た

の
は

」
う
し
た
事
態
に
対
処
し
き
れ
な
か
った
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
目
さ
れ
る
の
は
算
用
帳
収
入
で
、
次
第
に
減
少
し
、
文
政
二
年
の
銀三
五

九
貫
余
の
収
入
を
最
後
に
、
銀
控
帳
か
ら
姿
を
消
す
。
そ
の
後
は
文
政
十
二
年

に
六
一
五
貫
余
、
天
保
元
年
に
七
五
九
貫
余
と
、単
発
的
な
収
入
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
。

ま
た
銀
控
帳
で
は
文
政
二
年
正
月
に
銀
五
貫
四
七
二
匁
余
を
「
下
地

之
分
損
銀
引
」
と
し
て
支
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
年
末
に
特
別
な
損
銀
引
を
行
つ

て
お
り
、
銀
三
八
七
匁
余
を
「
損
銀
引
」
と
し
た
ほ
か
、

三
六
貫
四
六
匁
余
と

い
う
多
額
の
銀
を
「
引
」
と
し
て
支
出
し
た
。

こ

の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。
し

か
し
時
期
的
に
考
え
て
、
こ
れ
が
算
用
帳
収
入
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
は
高

Ill) 

ぃ
。
そ

し
て
算
用
帳
を
領
主
金
融
に
関
す
る
も
の
と

す
れ
ば
、
文
政
二
年
を
最

江戸後期の本両替経営について（中

後
に
領
主
金
融
の
資
本
を
銀
控
帳
か
ら
除
い
た
こ
と
に
な

る
。
逸
身
家
文
書
の

な
か
の
銭
屋
市
兵
衛
関
係
の
史
料
に
は
領
主
関
係
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
か
ら
も
、
市
兵
衛
が
領
主金
融
か
ら
撤
退
し
た
可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
本
家
コ
一代
佐
兵
衛
の
動
き
も
あ
わ
せ
て
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

三
代
佐
兵
衛
は
、
文
化
七
年
頃
か
ら
大
名
貸
に
関
わ
っ
て

い
る
が
、
文
政
二
年

に
は
「
諸
家
徳
」
と
い
う
領主
金
融
の
損
益
計
算
簿
を
作
成
し
て
大
名
貸
に
本

格
的
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

別
家
市
兵
衛
の
算
用
帳
を
領
主
金
融
の
収
入
と
考

え
て
、
本
家
の
動
き
と
関
連
づ
け
る
と
、
銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
で
領
主
金
融

を
本
家
へ
集
中
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
文
政
三
年
正
月
か
ら
慶
応
二
年
（

一
八
六
六
）
ま
で、

銭
屋
佐
兵
衛
の

暖
簾
内
で
佐
兵
衛
・
源
兵
衛
・
勘
兵
衛
・
市
兵
衛
・
林
兵
衛
が
毎
年
定
額
の
積

み
立
て
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
市
兵
衛
は
年
銀
五貫
目
を
支
出

し
た
。
こ

の
額
は
市
兵
衛
の
通
常
の
年
の
支
出
の
三
割
前
後
を
占
め

、

決
し
て

少
な
い
も
の
で
は
な
い
。
」

の
積
銀
に
は
利
子
は
つ
か
ず

本
家
に
お
い
て
蓄

蔵
さ
れ
た
。
天
保
三
年
正
月
の
積
み
立
て
を
最
後
に
、
佐
兵
衛
以
外
は
積
み
立

て
を
や
め
て

全
額
を
引
き
出
し
て
い

る
。

こ
の
積
銀
の
意
図
は
何
か
二
般
的
に
は
非
常

時
の
備
え
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
う
で
あ
っ
て
も
こ
れ
が
現
貨
幣
を
穴

蔵
に
置
き

い
わ
ば
死
蔵
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
た
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。
た
と
え
ば
別
家
ら
が
大
名
貸
債
権

を
本
家
に
譲
り
、
そ
れ
か
ら
上
が
る
収
益
を
積
み
立
て
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
は
な
い

。
し
か
し
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
文
政
改
鋳
と
い
う
元
文
以
来
の
大
増
鋳
を
期
に
、
銭
屋
佐
兵

衛
の
暖
簾
内
で
大
き
な
機
構
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
た
だ
こ

れ
が
窮
迫
的
に
行
わ
れ
た
と
も
い
え
な
い

。
文
政
改
鋳
に
よ
り
貨
幣
両
替
の
利

益
が
見
込
ま
れ
た
上
に
好
景
気
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
む
し

ろ
銭
屋
佐

兵
衛
の
媛
簾
内
一
統
は
好
機
と
み
て
、
本
家
に
領
主
金
融
を集
中
し
、
分
家
・

別
家
が
町
の
両
替
屋
と
し
て
商
業
金
融
を
担
う
体
制
を
め
ざ
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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第28号

次
に
二
代
市
兵
衛
前
半
の
支
出
を
検
討
す
る
。
図2
に
明
ら
か
な
よ
う
に

、

二
代
市
兵
衛
前
半
に
は
有
銀
減
少
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
三
度
の
突
出
が
あ

人間文化

る
。
最
初
の
大
き
な
突
出
は
初
代
市
兵
衛
か
ら
二
代
市
兵
衛
へ
の
代
替
わ
り
後

の
文
化
八
年
暮
に
、
そ
の
年
の
損
銀
と
は
別
に
銀
一O
一
貫
一
八
O
匁
八
分
を
、

「
右
ハ
銀
貸
帳
・
年
賦
帳
・

留
帳
附
込
井
ニ
金
銀
銭
当
座
貸
惣
〆
高
付
出
し

、

但
し
別
帳
面
ニ
付
出
し
有
レ
之
也
」
と
し
て
支
出
したも
の

が
大
部
分
で
あ
る
。

初
代
死
後
に
店
卸
し
を
し
て
、
貸
付
や
年
賦
貨
の
損
失
だ
け
で
な
く
、
金
銀
銭

当
座
貸
で
あ
る
両
替
取
引
の
損
失
を
銀
控
帳
か
ら
別
帳
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

こ

う
し
た
先
代
か
ら
の
損
銀
を
見
つ
け
出
し
て
支
出
す
る
こ
と
は
文
化
十
年
ま

で
続
い
た
。
ど
の
よ
う
な
帳
簿
に
移
さ
れ
た
か
記
載
が
な
い
が
、
別
の
箇
所
で

年
賦
帳
や
永
代
帳
な
ど
へ
の
付
け
替
え
が
あ
る
。
たと
え

ば
文
化
十
四
年
末
に

六
貫
六
六
匁
余
の
損
銀
を
銀
控
帳
か
ら
支
出
し
て
い
る

が
、
「
右
者
永
代
帳
へ

記
ス
有
レ
之
也
L

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
政
四
年
正
月
に
も
銀
三
貫
九
九

九
匁
を

「
永
代
帳、5
引
」
と
し

て
支
出
し
て
い
る
。
損
銀
は
初
代
・
二
代
と
も

恒
常
的
に
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
き
ら
め
き
れ
ず

に
銀
控
帳
の
有
銀
の
な
か

に
不
良
債
権
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、そ
れ
は
や
が
て

「
永
代
帳」
な

る
別
帳
簿
に
記
さ
れ
て
も
銀
控
帳
有
銀
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、そ
れ
が
最
終
的

に

「
永
代
帳
」
か
ら
も
除
か
れ
て
銀
控
帳
上
で
も
処
理
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
文
化
十
二
年
の
突
出
は
久
左
衛
門
町
家
屋
敷
の
取得

関
連
の
費
用
の
支
出
で
あ
る
。

三
つ
自
の
支
出
の
突
出
は

、

領
主
貸
有
銀
と
推
定
し
た
文
政
二
年
末
の
銀
三
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六
貫
四
六
匁
余
の
「
引
」
と
、
銀
三
八
七
匁
余
の
「
損
銀
引
」

で
あ
る
。

世
帯
方
入
用
は
銀
六
貫
目
程
度
ま
で
に
増
え
た
。
注
目

さ
れ
る
の
は
文
化
十

年
に
「
店
之
者
へ
心
附
銀
也
」
と

し
て
銀
二
七
O
匁
の
奉
公
人
に
対
す
る
給
付

が
登
場
し
、
文
政
九
年
ま
で
額
が
次
第
に
増
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
菊
屋
町

の
宗
旨
人
別
帳
に
よ
る
と
、
初
代
市
兵
衛
開
店
以
来
下
人
は二
1

四
名
で
あ
る

が
、
当
初
は
暇
出
し
と
雇
い
入
れ
が
多
く

定
着
し
て
い
な
い

。

文
化
期
に
は

五
年
を
こ
え
て
勤
め
る
者
も
出
て

く
る
が

、

ほ
と
ん
ど
が
〈
｝
吉
、
ー
助
と
い
っ

た
手
代
未
満
の

「
子供
」
名
で
あ
る
。
初
代
市
兵
衛
は
自
ら
店
の
仕
事
に
携
わ

り
、
若
い
奉
公
人
を
補
佐
的
に
使
っ
て
いた
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
て
も

「
大

店
」
と
い

え
な

い
規
模
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
本
両
替
の
店
に
お
い
て
得
意
先

回
り
を
す

る
の
は
「
子
供
」
の
役
割
で
、
本
両
替
仲
間
の
相
庭
会
所
に
出
る
相

庭
役
は
主
人
が
兼
ね
る
こ
と
も

多
く

こ
の
程
度
で
の
人
員
で
も
成
り
立
ち
う

る
の
だ
ろ
う
。

二
代
田
市
兵
衛
相
続
前
後
に
は
初
代
か
ら
の
奉
公
人
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
替

わ
っ
て
い
な
く

な
る

が
、
な
か
に
は

一
人
前
の
手
代
と
し
て
大
人
名
を
名
乗
り

始
め
た
者
も
い
た
。
菊
屋
町
宗
旨
人
別
帳
に
銭
屋
市
兵
衛
家
が
載
る
最
終
年
で

あ
る
文
化
十
一
年十
一
月
の
奉
公
人
は
、
徳
兵
衛
・
与
兵
衛
・
卯
兵
衛
・
虎
蔵
・

喜
助
の
五
人
で
あ
る
。
徳
兵
衛
は
文
化
六
年
九
月
に
徳
松
名
で
抱
え
ら
れ
、
文

化
八
年
九
月
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
徳
兵
衛
と
名
を
改
め
て
い
る
。
与
兵
衛
は



そ
れ
よ
り
古
く
文
化
四
年
三
月
に
磯
吉
名
で
雇
わ
れ

、

文
化
四
年
九
月
に
名
を

改
め
て
い
る
。

宇
兵
衛
は
文
化
七
年
九
月
に
圧
吉
名
で
抱
え
ら
れ
、
文
化
八
年

九
月
の
代
替
わ
り
に
際
し
て名
を
改
め
た
。
い
ず
れ
も
「
子
供
」
と
し
て雇
わ

れ
数
年
を
経
て
大
人
名
を
名
乗
っ
て
間
も
な
く
若
い
が
、
二
代
市
兵
衛
は
彼
ら

を
手
代
と
し
て
仕
事
を
分
担
さ
せ
、
心
付
を
渡
す
よ
う

に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
虎
蔵
・
喜
助
は
い
ず
れ
も
代
替
わ
り
後
に
雇
わ
れ
て
お
り
、
文
化
十

一
年

段
階
で
は
「
子
供
」
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
二
代
市
兵
衛
の
後
半
、
文
政
改
鋳
後
の
経
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ

の
時
期
の
収
支
は
文
政
十
年
を
除
き
黒
字
で
、
有
銀
は
天
保
初
年
ま
で
増
加
し
、

天
保
三
年
に
は
銭
市
銀
控
帳
で
最
大
の
一
三
七
貫
六
一
八
匁
余
と
な
っ
た
。

収
入
の
中
心
で
あ
る
利
銀
は
文
政
八
・
九
年
に
お
ち
こ
む
が
、そ
の
他
の
時

}||) 

期
は
銀
一
五
貫
目
前
後
で
、
天
保
に
入
っ
て

二
O
貫
目
を
超
え
た
。
ま
た
銭
利

江戸後期の本両替経営について（中

収
入
が
好
調
で
、
文
政
八
・
九
年
に
は
利
銀
を
上
回
っ
て
い
る
。
文
政
十

一
年

か
ら
天
保
初
に
か
け
て
小
判
の
利
が
五
1

七
貫
目
と

、

そ
れ
以
前
の
二
倍
近
い

収
益
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

。

支
出
で
は
、
初
代
と
異
な
り
損
銀
が
少
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
利
銀
と

の
相
関
関
係
で
は
、
初
代
の
場
合
は
利
銀
が
増
え
る
と
損
銀
も
増
え
て
い
る
が
、

二
代
後
半
で
は
文
政
十
二
年
に
三
貫
七
三
一九
匁
余
の
損
銀
が
あ
る
以
外
は
銀
一

貫
目
代
か
そ
れ
以
下
で
あ
る
。
損
失
が
な
い
の
か
、
損
失
を計
上
し

な
か
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く

後
者
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
に
検

討
す
る
。

」

の
時
期
の
最
大
の
支
出
項
目
は
世
帯
方
入
用
で
あ
る
。
文
政
改
鋳
後
の
イ

ン
フ
レ
に
よ

る
物
価
上
昇
の
た
め
か
次
第
に
増
加
し
、
天
保
期
に
入
る
と
銀

一

二
貫
目
を
超
え
文
政
改
鋳
前
の
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
先
述し
た
年
銀
五

貫
目
の
本
家
で
の
積
銀
は
継
続
さ
れ
、
市
兵
衛
の
収
支
が
赤字
と
な
っ
た
文
政

十
年
に
も
行
わ
れ
た
。
ま

た
奉
公
人
へ
の
給
付
は
文
政
六
年
に
は
銀
一
貫
目
と

な
り
、
文
政
十

一
年
に
は
「
亥
年
（
文
政
十
年
）
分
六
兵
衛
へ
給
料
」と
し

て

銀
一
貫
二
九
O
匁
が
現
れ
る
。
二
代
市
兵
衛
が
相
続
し
て
か
ら

一
六
年
た
ち
、

出
入
が
激
し
か

っ
た
奉
公
人
も
そ
れ
な
り
に
定
着
し
て
、
手
代
の
な
か
か
ら
番

頭
的
な
奉
公
人
が
育
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑤
三
代
市
兵
衛
の
経
営

（1
嘉
永
二
年
）

天
保
四
年
に
三
代
市
兵
衛
へ
の
代
替
わ
り
が
あ
っ
た
。
二
一代
市
兵
衛
は
天
保

七
年
か
ら
天
保
八
年
前
半
ま
で
に
道
頓
堀
南
岸
の
吉
左
衛
門
町
に
家屋
敷
を
購

入
し
普
請
を
し
て
い
る
。
銭
市
銀
控
帳
で
は
、こ
れ
を
「
出
店
」
と
し
て、
「
小

売
井
諸
商
」
の
収
入
を
計
上
し
て
い
る
。
久
左
衛
門
町
の
両
替
店
と
は
別
に
、

中
芝
居
の
あ
る
吉
左
衛
門
町
に
お
い
て
、
往
来
の
客相
手
に
店
先
で
の
銭
小
売

な
ど
の
商
売
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ

ろ
が
こ
の
吉
左
衛
門
町
の
家
屋
敷
は
、
天
保
八
年
九
月
以
降に
は
購
入

費
の
半
額
ほ
ど
の
銀
六
貫
六
九
九
匁
余
で
売
り
払
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
時
期
的

に

一
致
す
る
の
で
、
前
章
で
述
べ
た
銭
屋
佐
兵
衛
別
家
の
又
兵
衛
に
引
き
継
が
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れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、
市
兵
衛
は
同
年
十
一
月
に
石
灰

町
に
あ
っ
た
佐
兵
衛
所
持
の
借
屋
を
借
り
て
家
賃
を
払
っ
て
い
る
。
同
月
「
駄

円

賃
銭
之
事
」
で
は
、
二
一
郷
惣
馬
持
中
と
銭
米
塩
薪
な
ど
の
商
品
を
長
堀
・
東
横

人間文化

堀
・
道
頓
堀
の
浜
か
ら
あ
げ
て
石
灰
町
の
居
宅
ま
で
運
ぶ
駄
賃
の
取
り
決
め
を

し
て
い
る
の
で
、
先
に
述
べ
た
吉
左
衛
門
の
出
店
と
は
異
な
り
両
替
店
を
移
し

た
と
み
ら
れ
、
天
保
九
年
二
月
改
正
新
版
「
浪
花
両
替
手
柄
競
」で
は
銭
屋
市

兵
衛
の
店
は
石
灰
町
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
久
左
衛
門
町
の
家
屋
敷
も
天

保
一
四
年
ま
で
所
持
し
続
け
ら
れ
て
お
り
、
十
二
年
か
ら
十
三
年
に
は
久
左
衛

門
町
の
家
屋
敷
を
貸
し
た
家
屋
敷
徳
が
銀
控
帳
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

市
兵
衛
の
両
替
店
の
石
灰
町
へ
の
移
動
は
、
本
家
の
借
屋
に
入
居
し
た
こ
と

も
あ
り
、
本
家
と
の
相
談
の
上
で
な
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た

天
保
八
年
末
の
佐
兵
衛
の
分
家
佐
一
郎
の
備
後
町
四
丁
目
で
の
本
両
替
開
業
や

周
年
に
行
わ
れ
た
天
保
改
鋳
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
佐
一
郎
家
に
両
替

部
門
を
移
管
し
た
後
も
銭
屋
佐
兵
衛
は
本
両
替
仲
間
に
所
属
し
続
け
る
が
、
業

務
は
大
名
貸
な
ど
の
貸
付
業
に
特
化
し
た
の
で
、
居
所
の
石
灰
町
に
は
銭
屋
の

暖
簾
内
の
両
替
店
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
佐
一
郎
の
備
後
店
は
南
船
場
で
、

少
し
距
離
が
あ
る
。
天
保
金
銀
の
通
用
開
始
を
好
機
と
み
て
、
旧
来
の
得
意
先

を
失
わ
な
い
た
め
、

市
兵
衛
の
両
替
店
を
石
灰
町
に
移
動
さ
せ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

市
兵
衛
側
に
も
久
左
衛
門
町
を
離
れ
る
理
由
が
あ
っ
た
。
三
代
市
兵
衛
の
経

営
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
中一

永
六
年
十
二
月
二
十
三
日
の
四
代
銭
屋
市
兵
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の
「
乍
恐
口
上
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

剖

嘉
永
度
の
御
用
金
賦
課
の
際
の
嘆
願
書
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
「
先
年
者
両
替

衛
（
幼
少
ニ
付
代
判
亦
兵
衛
）

渡
世
之
者
ニ
在
レ
之
、
私
父
市
兵
衛
存
生
中
広
不
如
意
ニ
候
」
、
「
素
5

不
如
意

之
事
ニ
候
得
共
、
種
々
繰
合
セ
斗
を
以
、
渡
世
相
凌
罷
在
候
」
な
ど
と
あ
る
。

御
用
金
減
額
願
い
で
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
は
あ
る

だ
ろ
う
が
、
三
代
市
兵
衛
の
経
営
が
順
調
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
う
か
が
え
る

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
経
営
不
振
、
な
い
し
借
財
が
移
転
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

天
保
期
に
は
伊
勢
参
り
や
川
波
え
・
砂
持
な
ど
は
繁
昌
し
た
が
、
道
頓
堀
の

大
芝
居
は
不
入
り
が
続
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
天
保
七
年
に
は

「
世
間
ふ
け
い
き
に
て
芝
居
は
ま
ら
ず
（
中
略
）
浪
花
の
芝
居
に
ハ
こ
れ
ま
で

か
よ
う
な
る
事
ハ
な
き
事
ナ
リ
」
、
天
保
八
年
に
は
大
火
で
「
市
中
淋
し
く
一

向
不
入
ニ
て
無
程
相
休
ム
」
「
市
中
一
統
芝
居
気
な
ら
ず
」
と
い
っ
た
状
況
が

出

続
い
て
い
た
。

三
代
市
兵
衛
は
本
両
替
以
外
の
仕
事
に
つ
い
て
も
模
索
し
た
。
天
保
十
三
一
年

十
二
月
に
は
石
灰
町
の
銭
屋
六
兵
衛
が
心
斎
町
の
借
蔵
か
ら
の
糠
の
運
送
に
関

す
る
と
取
り
決
め
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
文
書
は
市
兵
衛
関
係
の
文
書
と
い
っ

し
ょ
に
逸
身
家
文
書
の
な
か
に
伝
来
し
た
の
で
、
市
兵
衛
に
関
連
す
る
糠
商
売

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
銀
控
帳
で
糠
方
の
収
入
が
あ
る
の
は
天
保
十
四
年
だ
け
で



あ
り
、
継
続
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

コ
一
代銭
屋
市
兵
衛
は
嘉
永
二
年
間
四
月
に
病
死
し
、
八
歳
の
俸
が
四
代
市
兵

衛
を
相
続
し
た
が
、
両
替
店
は
休
店
し
た
。
前
掲
嘉
永
六
年
十
二
月
二十
三
日

付
「
乍
恐
口
上
」
で
は
、
「
去
ル
酉
年
間
四
月
父
市
兵
衛
病
死
仕
候
後
段
々
不

仕
合
ニ
相
成
、
確
与
差
詰
、
両
替
渡
世
も
難二
相
成
一
、
休
店
仕
、
本
家
佐
兵
衛

江
者
多
分
之
損
失
相
懸
候
得
共
、
同
人
憐
懲
を
以
、
只
今
ニ
而
者
合
力
致
呉
候
故
、

母
子
漸
々
相
暮
候
迄
ニ
罷
在
、
時
二
寄
候
而
者
所
持
之
品
等
を
も
売
払
相
凌
候

事
ニ
而
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
代
目
死
後
は
両
替
店
経
営
が
不
可
能

と
な
り
、
休
店
に
際
し
で
も
本
家
佐
兵
衛
に
損
失
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

田

翌
嘉
永
三
年
の
石
灰
町
「
家
持
借
家
人
別
帳
」
に
よ
れ
ば
、
石
灰
町
の
銭
屋
佐

兵
衛
借
屋
に
四
代
市
兵
衛
九
歳
・
母
ゅ
う
・
妹
二
人
・
下
女
一
人
の
人
別
が
載
っ

JI I) 

て
い
る
。

江戸後期の本両替経営について（中

図
2

か
ら
有
銀
の
動
き
を
み
る
と
、
天
保
四
年
に
銀
二
八
貫
目
ほ
ど
減
少
し

て
い
る
。
こ
れ
は
先
代
同
様
代
替
わ
り
に
と
も
な
い
再
勘
定
を
行
い
、
不
良
債

権
を
損
銀
や
年
賦
銀
と
し
て
控
除
し
た
結
果
で
あ
る
。
「
文
政
六
未
年
店
卸
δ

巳
（
天
保
四
年
）
卸
迫
違
目
」
三
一
貫
六
百
五
拾
八
匁
余
と
「
先
々
代
広
損
銀
引
」

五
一
貫
五
四
七
匁
余
が
支
出
さ
れ
た
。
初
代
か
ら
の
不
良
債
権
が
ま
だ
あ
っ
て

改
め
て
控
除
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
天
保
八
年
に
も
店
卸
し
を
し
て
、
「
諸
方
損
銀
或
者
年
賦
」
と
し
て
銀

二
九
O
貫
九
七
九
匁
六
分
と
い
う
巨
額
を
支
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
有
銀
は
激 減

し
て
マ
イ
ナ
ス
七
九
貫
余
と
な
っ
た
。
銭
屋
市
兵
衛
の
有
銀
は
そ
の
後
も
プ

ラ
ス
に
転
じ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
年
前
後
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
吉
左
衛
門

町
の
出
店
の
売
買
が
あ
り
、
同
年
九
月
に
は
本
家
に
お
い
て
積
み
立
て
た
積
銀

七
七
貫
目
を
取
り
返
し
て
収
入
に
加
え
る
な
ど
多
額
の
銀
の
動
き
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
店
却
し
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

銭
市
銀
控
帳
を
み
る
と
、
天
保
十
一
年
に
は
河
内
屋
庄
助
か
仇
銀
一
貫
八
九

六
匁
を
受
け
取
り
二
貫
四
七
匁
余
を
引
き
、
大
和
屋
弥
三
郎
か
ら
銀
四
貫
二
O

O
匁
を
受
け
取
り
借
銀
九
貫
目
を
年
賦
銀
と
し
て
引
き
、
松
本
屋
与
八
・
大
和

屋
市
兵
衛
の
銀
七
貫
目
を
引
く
な
ど
、
不
良
債
権
を
別
帳
に
移
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
こ
と
は
弘
化
四
年
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、
不
良
債
権
を
明
確
化
し
て
回

収
す
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
天
保
末
以
降
は
年

賦
銀
・
戻
り
銀
の
収
入
が
現
れ
、
利
銀
収
入
も
回
復
し
た
。
た
だ
同
時
に
不
良

債
権
の
累
積
が
続
い
て
い
た
。
銭
市
銀
控
帳
の
天
保
十
五
年
の
項
に
は
、
支
出

通
残
銀
と
し
て
雑
喉
屋
常
次
郎
三
匁
一
分
五
厘
、
阿
波
屋
清
助
三
二
匁
四
分

一

厘
、
市
物
屋
又
兵
衛
二
匁
九
分
、
土
佐
屋
清
兵
衛
九
八
一
匁
四
分
九
厘
、
灘
屋

治
兵
衛

一
O
匁
五
厘
、
山
本
屋
源
兵
衛
五
二
匁
三
厘
、
鉛
屋
安
次
郎
七
七
六
匁

六
分
八
厘
、
八
幡
屋
六
兵
衛
一
貫
八
五
匁
四
分
七
厘
、
丹
波
屋
茂
兵
衛
五
二
匁

六
分
な
ど
が
支
出
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
山
本
屋
に
関
し
て
は
、
他
に
も

銀
二
貫
目
と
一
貫
目
の
証
文
が
滞
っ
て
い
る
。
八
幡
屋
六
兵
衛
は
文
化
末
年
か

ら
銭
屋
市
兵
衛
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
古
い
得
意
先
で
あ
る
以
内
、
天
保
末
年
に

59 



第28号

な
っ
て
両
替
取
引
に
大
き
な
損
失
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
損
失
は
お
そ
ら

く
八
幡
屋
六
兵
衛
・
八
幡
屋
勝
三
郎
と
連
名
の
弘
化
四
年
七
月
付
の
銀
一
貫
四

五
O
匁
の
「
預
リ
申
銀
子
之
事
」
に
付
け
替
え
ら
れ
た
が
、
回
収
で
き
ず
に
逸

人間文化

身
家
文
書
の
な
か
に
残
っ
て
い
る
。
天
保
末
年
か
ら
は
幕
府
天
保
改
革
の
諸
政

策
や
御
用
金
賦
課
、
大
名
貸
の
御
断
り
に
よ
る
金
融
梗塞
な
ど
が
、
大
坂
の
市

況
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
た
。

ま
た
小
判
利
・
銭
利
な
ど
貨
幣
両
替
収
入
も
低
水
準
で
、
天
保
十
三

一年
に
は

両
者
と
も
損
失
を
出
し
て
い
る
。
天
保
三1
四
年
頃
か
ら
銭
相
場
が
、
天
保
八

年
頃
か
ら
金
相
場
が
下
が
り
貨
幣
売
買
の
利
益
が
薄
く
な
っ
て
お
り
、
天
保
八

年
に
天
保
改
鋳
が
行
わ
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
利
益
は
上
が
っ
て
お
ら
ず

、

し
ろ
違
目
と
い
わ
れ
る
相
場
変
動
に
よ
る
損
失
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
天
保
後

期
に
は
幕
府
が
貨
幣
相
場
に
介
入
し

特
に
銭
価
に
つ
い
て
は
引
き
上
げ
策
を

強
行
し
た
。
た
と
え
ば
天
保
八
年
に
本
両
替
仲
間
に
銭
の
買
い
持
ち
を
命
じ
、

同
十
四
年
に
は
銭
一
貫
文
銀
一
O
匁
以
下
の
売
買
を
禁
じ
て
相
場
を
公
定
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
大
坂
の
商
慣
習
や
仲
間
の
自
律
性
を
無
視
し
た
経
済
政
策
が

本
両
替
に
与
え
た
打
撃
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
天
保
以
降
も
物
価
高
は
続
き
、
銭
屋
市
兵
衛
家
で
は
前
代
に
引
き
続

い
て
支
出
が
増
加
し
、
多
い
年
は
銀
四
O
貫
目
を
こ
え
た
。
し
か
も
天
保
十
四

年
か
ら
弘
化
期
に
か
け
て
、
手
代
の
引
負
が
連
年
の
よ
う
に
支
出
に
計
上
さ
れ

て
い
る
。
当
主
が
幼
く
中
心
と
な
る
手
代
も
な
く
、
店
の
な
か
が
混
乱
し
て
い

る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

60 

こ
の
時
期
に
は
、
多
く
の
年
で
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。
銭
屋
市
兵
衛

家
の
本
両
替
経
営
に
お
い
て
単
年
度
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
年
は
十

三
ヶ
年
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
七
ヶ
年
は
天
保
八
年
以
降
で
、
天
保
八
1

十
一
年
は
四
年
続

き
で
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
銭
市
銀
控
帳
の
有
銀
が
表
面
上
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
た
こ
と
以
上
に
危
機
的
で
あ
り
、
両
替
店
の
閉
鎖
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

む

以
上
、
銭
屋
佐
兵
衛
の
別
家
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
一
人
で
あ
る
市
兵
衛

の
本
両
替
経
営
に
つ
い
て
銀
控
帳
を
中
心
に
検
討
し
た
。
史
料
的
限
界
が
あ
り
、

経
営
動
向
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
十
分
に
考
察
で
き
た
と
は
い
え
な
い
が
、
中

堅
ク
ラ
ス
の
本
両
替
の
特
質
に
つ
い
て
い
く
つ
か
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
に
お
い
て
本
両
替
が
創
出
さ
れ
た
の
は
、

寛
政
期
（
一
七
八
九
1

一
八
O
二

か
ら
文
政
期
（
一
八
一
八1

一二
O
）
初
年

ま
で
の
限
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
経
営
基
盤
は
本
両
替
が
多
い
船
場

北
部
で
は
な
く
、
島
之
内
や
上
町
南
部
な
ど
、
大
坂
南
部
の
小
売
・
繁
華
地
に

あ
っ
た
。
銭
屋
市
兵
衛
が
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
菊
屋
町
か
ら
芝
居
で

繁
栄
し
て
い
た
道
頓
堀
久
左
衛
門
町
へ
進
出
し
た
よ
う
に
、
化
政
期
の
都
市
的

繁
栄
と
庶
民
的
な
消
費
経
済
の
伸
張
を
背
景
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



銭
屋
市
兵
衛
と
両
替
取
引
を
行
っ
た
得
意
先
も
、
名
の
知
れ
た
大
商
人
や
問

屋
と
い
う
よ
り
は
小
売
商
や
銭
屋
、
芝
居
関
係
者
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
した

層
に
ま
で
両
替
取
引
が
拡
大
し
た
こ

と
は
大
坂
の
信
用
社
会
の
成
熟
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
。
彼
ら
は
銭
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多
く
、
開
業
当
初
の
市
兵
衛
の
収

入
と
し
て
は

、

と
り
わ
け
銭
利
が
重
要
で
あ
っ
た
。
本

両
替
と
い
う
と
金
銀
、

銭
の
取
り
扱
い
は
銭
両
替
と
い
う
印
象
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

た
だ
得
意
先
の
経
営
基
盤
の
弱
さ
は
市
兵
衛
家
の
経
営
基
盤
の
弱
さ
で
も

あ
っ
た
。
両
替
取
引
が
、
明
治
期
の
文
献
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
信
用
に
基
づ

い
て
安
定
的
に
行
わ
れ
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
市
兵
衛
の

場
合
得
意
先
が
比
較
的
小
身
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
開
業
当
初
か
ら
得
意
先

) ||) 

相
手
の
取
引
は
滞
り
を
生
じ
て
い
て
、
有
銀
の
内
に
不良
債
権
が
蓄
積
さ
れ
て

江戸後期の本両替経営について（中

い
っ
た
の
で
あ
る
。
代
替
わ
り
な
ど
の
際
に
不
良
債
権
の
処
理
が
行
わ
れ
、
別

帳
に
移
さ
れ
る
な
ど
し
て
有
銀
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
が
処
理
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
天
保
八
年
の
処
理
に
よ
り
有
銀
が
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
異
常
事
態
に
い
た
っ

た
。

銭
屋
市
兵
衛
の
経
営
動
向
は
短
い
期
間
で
変
化
し
て
い
る
。
個
別
の
事
情
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
本
質
的
に
は
大
坂
の
市
況
の
波
に
左
右
さ
れ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
商
人
の
個
別
経
営
の
分
析
で
は
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
な
近
世
後
期
と

か
幕
末
と
い
っ
た
括
り
よ
り
短
期
間
で
の
経
済
の
動
き
を
み
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
市
況
の
変
化
に

幕
府
の
政
策
が
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。

経
営
が
不
振
で
あ
っ
た

二
代
市
兵
衛
の
後
半
、
文
化
後
期
と
天
保
期
は
い
ず
れ

も
幕
府
の
政
策
に
よ
り
金
融
閉
塞
が
起
こ
っ
た

時
期
で
あ
る
。
と
り
わ
け
大
塩

平
八
郎
か
ら
水
野
忠
邦
に
い
た
る
幕
府
政
策
大
坂
に
お
い
て
民
間
の
力
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
信
用
社
会
へ
の
干
渉
と
解
体
ー
は
、
銭
屋
の
暖
簾
内
の
本
両
替

た
ち
の
基
盤
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
お
そ

ら
く
そ
れ
は
、
彼
ら

だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の

で
は
な
か
っ

た
。

銭
屋
佐
兵
衛
の
暖簾
内
は

」
う
し

た
市
況
の
動
き
に
、
本
家
を
中
心
に
対

応
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

ま
ず
文
政
改
鋳
を
契
機
に
本
家
佐
兵
衛
が
領
主

金
融
に
本
格
的
に
関
わ
り
、
お
そ
ら
く
は
別
家
ら
の
領
主
金
融
を
吸
収
し
た
。

銭
屋
市
兵
衛
な
ど
別
家
は
町
の
両
替
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
。
本
両
替
の
本
質

は
商
業
金
融
に
あ
り
、
領
主
金
融
と
の
関
わ
り

は
様
々
で
あ
る
が
、
特
に
近
世

後
期
に
は
領
主
金
融
の
リ
ス

ク
が
高
い
た
め
に
、
小
資
本
の
本
両
替
に
と
っ
て

は
必
ず
し
も
有
利
な
商
売
で
は
な
い
と
い
う
判
断
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

ま
た
天
保
八
年
末
に
は
本
家
佐
兵
衛
が
領
主
金
融
な
ど
の
貸
付
業
に
特
化
す

る
。
両
替
部
門
は
分
家
佐
一
郎
に
移
譲
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
源
兵
衛
の
経
営
を

も
受
け
継
い
で
お
り
、
市
兵
衛
も
そ
れ
に
関
連
し
て
石
灰
町

に
店
を
移
し
た
。

銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
を
見
る
限
り
、
本
家
と
分
別
家
の
経
営
は
密
接
に
関
連

し
て
お
り

、
困
難
な
状
況
の
な
か
で
生
き
残
り
を
か
け
て
暖
簾
内
の
あ
り
か
た

を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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本
論
作
成
に
あ
た
り

ま
た
有
益
な
ご
教
示

い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り

を
い
た
だ
い
た
逸
身
家
文
書
研
究
会
の
皆
様
、と
り
わ
け
逸
身
家
の
歴
史
に

人間文化

つ
い
て
興
味
深
い
事
実
を
発
掘
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
逸
身
喜
一
郎
先

生
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

注

銭
屋
佐
兵
衛
家
の
文
書
の

一
部
は
三
井
文
庫
や
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館

佐
古
文
庫
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
銭
屋
市
兵
衛
関
係
の
史
料
は
な

2 

銭
屋
佐
兵
衛
の
天
保
期
ま
で
の
経
営
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

逸
身
家
文
書
8
5
0

「
家
徳
担
」
（
逸
身
家
文
書
8

1

4

）
に
よ
れ
ば
、
文
政
八
年
段
階
で
は
佐
兵
衛

家
は
松
原
町
の
屋
敷
を
所
持
し
て
い
な
い
。

初
代
佐
兵
衛
の
隠
居
の
年
は
わ
か
ら
な
い
が
、
銀
控
帳
に
は
明
和
七
年
に
（
隠

居
）
佐
治
兵
衛
へ
の
貸
付
の
損
失
引
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
明
和
四
年
に
銀
控
帳
の

記
載
方
法
に
変
化
が
あ
り
普
請
入
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
二
代
佐
兵
衛

に
家
督
を
譲
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
二
輯
（
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究

所
、
一
九
三
五
年
）
所
収
「
商
業
慣
例
調
」
。

黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
三
輯
（
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究

所
、
一
九
三
七
年
）
所
収
「
両
替
商
沿
革
史
」
。

前
掲
「
両
替
商
沿
革
史
」
。

安
岡
重
明
『
財
閥
形
成
史
の
研
究
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
房
、
一
九
七
O
年
）
。

両
替
系
摺
物
の
詳
細
と
所
蔵
に
つ
い
て
は
、
中
川
す
が
ね
『
大
坂
両
替
商
の
金

3 4 5 6 7 8 9 nu 
I
 

融
と
社
会
』
（
清
文
堂
出
版
、
二
O
O
三
年
）
第
六
章
「
摺
物
史
料
に
見
る
本
両

替
仲
間
」
の
表
8

を
参
照
の
こ
と
。

日
前
掲
「
摺
物
史
料
に
見
る
本
両
替
仲
間
」
。

ロ
逸
身
家
文
書
中
で
は
逸
身
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
同
家
は
逸
見
を
名
乗
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
逸
身
喜
一
郎
氏
御
教
示
）
。

日

三
井
文
庫
所
蔵
「
両
替
仲
間
行
司
帳
」
。

日
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
難
波
家
（
平
野
屋
）
史
料
。

日
逸
身
家
文
書
2

印

l

「
天
保
御
用
金
」
（
天
保
十
四
年
七
月
）
。

日
山
西
高
津
の
銭
屋
林
兵
衛
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
上
町
組
木
綿
屋
で
あ
っ
て
、

銭
屋
佐
兵
衛
の
暖
簾
内
の
林
兵
衛
で
は
な
い
。

口
逸
身
家
文
書
2

日

I
。

目
前
掲
「
両
替
商
沿
革
史
」
。

問
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
南
瓦
屋
町
水
帳
・
同
水
帳
絵
図
（
安
永
七
年
）
。

同
図
書
館
に
は
安
政
期
ま
で
の
南
瓦
町
の
水
帳
・
水
帳
絵
図
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
か
ら
銭
屋
勘
兵
衛
家
の
動
向
を
検
討
し
た
。

初
逸
身
家
文
書

2
m
4
2
1

「

一
札
」
（
銭
屋
佐
兵
衛
病
身
ニ
付
入
判

銭
屋
勘
兵
衛
よ
り
奈
良
屋
善
兵
衛
宛
、
寛
政
十

二
年
七
月
）
。

引
逸
身
家
文
書

2
G
l
I

。

明
仏
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
難
波
家
（
平
野
屋
）
史
料

お
逸
身
家
文
書
2

｜
伺
｜
H

「
預
リ
申
銀
子
之
事
」
・2
ω

ロ
「
家
質
利
銀

請
負
証
文
之
事
」
・2
9

お

8

家
質
利
銀
請
負
証
文
之
事
」
。

出
逸
身
家
文
書

l

｜

7
1
7
1
1

「
進上
。

お
文
政
五
年
改
正
大
新
板
の
「
浪
花
持
丸
長
者
鑑
」
で
「
備

一
銭
屋
惣
兵
衛
」
と

し
て
東
の
前
頭
四
三
枚
目
（
東
西
二
一
五
枚
目
の
内
）
が
い
る
が
、
こ
れ
は
安
政

二
年
八
月
改
正
の
「
浪
花
当
時
流
行
取
引
繁
栄
鑑
」
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
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所
蔵
「
保
古
帖
」
）
と
い
う
摺
物
に
「
地
金
鉛
五
人
の
う
ち
」
と
し
て
載
っ
て
い

る

備
後
町
一
丁
目
の銭
屋
宗
兵
衛
で
あ
り
、
明
治
二
年
に
は
金
物
商
の
組
合
規
約

集
（
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
八
巻
）
に
、
備
後町
一
丁
目
森
井
宗
兵
衛
と
し

て
現
れ
る
。

Ill) 

お
佐
々
木
淳
之
介
『
幕
末
社
会
の
展
開
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）日
章
の
二
「
幕

末
期
河
内
の
豪
農
」
で
は
、
河
内
国
丹
南
群岡村
の
豪
農
岡
田
家
が
米
屋
喜
兵
衛
・

具
足
屋
半
兵
衛
と
な
ら
ん
で
銭
屋
宗
兵
衛
に
嘉
永
か
ら
安
政
に
か
け
て
貸
付
を
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
佐
々
木
氏
はこ
れ
を
一
般
的
な
貸
付
と

誤
解
さ
れ
て
お
り
、
福
津
徹三
「
豪
農
金
融
の
展
開
と
地
域
」
（
渡
辺
尚
志
編
『
畿

内
の
豪
農
経
営
と
地
域
社
会
』

忠
文
閣
、
二O
O
八
年
）
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
。

ま
た
大
阪
府
茨
木
市
域
の
農
村
に
も
同
家
の
両
替
通
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

幻
九
州
大
学
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
千
原
家
文
書
「
乍
恐
以
書

附
奉
願
上
候
」
（
鈴
木
町
大
坂
屋
定
次
郎
・
中
津
町
平
野
屋
彦
兵
衛
よ
り
日
田
代

官
寺
西
蔵
太
役
所
宛
、
天
保
九
年
五
月
）
。

お
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
所
蔵
「
本
町
壱
町
田
水
帳
付
絵
図
」
（
安
政三
年
五

月
）o

m

逸
身
家
文
書
2

｜
日
「
御
用
金

一
件
」
（
文
化
十
四年
五
月

二
十
四
日
）。

羽
前
掲
逸
身
家
文
書
「
進
上
」。

幻
逸
身
家
文
書
7

お
「
覚
（
手
当
銀
元
帳
）
」
の
文
政
九
年
正
月
に
そ
れ
ま
で

積
み
立
て
た
銀
一
五
貫
目
を
取
り
出
し
た
際
に
「
林
兵
衛
店
休
ニ
付
出
ス
渡
ス
」

L
」
必
め
ヲ
Q
。

江戸後期の本両替経営について （中

ロ
逸
身
家
文
書
I
3
2

問

I

「
婚
礼
諸
用
控」
。

お
仲
田
正
之
編
『
大
塩
平
八
郎
建
議
室目
』
文
献
出
版
、
平
成
二
年
所
収
「
不
正
無

尽
取
調
室
回
」
（
天
保
元
年
正
月
）
。

%
八
百
（
尾
）
屋
新
蔵
は
化
政
期
の
両
替
系
摺
物
に
佐
渡
嶋
町
（
新
町
）
と
し
て

載
り

、

銭
屋
を
営
ん
で
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

お

蔵
並
省
自
『
海
保
育
陵
全
集
』

八
千
代
出
版

、

一
九
七
六
年。

お
逸

身
家
文
書
の
な
か
に
は

銭
屋
源
兵
衛
が
銀
預
か
り
を
し
て

い
る
春
日

講
の

「
調達
銀
仕
法
帳
」

（7
｜
必
｜
3

）
が
一
冊
だ
け
あ
る
。

幻
「
浮
世
の
有
様
」

（
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
一
一
巻

、

一一
ご
書
房
、
一

九
七
O
年
）
の
「
文
政
十
二
年
大
塩
の
功
業
」

は
弓
削
や
八
百
屋
に
よ
る
悪
行
に

つ
い
て
詳
し
い
が
、
不
正
無
尽
取
り
組み
に
つ
い
て
は
直
接
の
論
及
が
な
い
。

お
逸

身
家
文
書
2

M
の
銭
屋
佐

一
郎
「
銀
控
帳
」
に
、
そ
れ
以
前
の
銭
屋
源
兵

衛
へ
の
貸
銀
の
利
息
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。

ぬ
前
掲
「

天
保
御
用
金
」
所
収
天
保
十
五
年
八
月
二
十
六
日
「
乍
恐
以
書
付
奉
願

上
候
」。

ω

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
所
蔵
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
「
仲
間
一
件

控
」
。
こ
れ
は
文
化
七
年
正
月
の
も
の
で
あ
る
が
、
名
前
帳
の
連
印
部
分
は
文
化

十
年
頃
ま
で
の
実
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

引
逸

身
家
文
書
2

m
。

円
札
逸
身
家
文
書
2
1
2
0

必

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
菊
屋
町
文
書
l

「
宗
旨
人
別
帳」
。
阪
本
平
・

宮
本
又
次
編
『
大
阪
菊
屋
町
宗
旨
人
別
帳』
第
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四

年
）
に
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

川
明
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
菊
屋
町
文
書
1
1
6

「
菊屋
町
水
帳

（
附
図

共
）」
。

必
名
前
か

ら
み
て
、
市
兵
衛
は
武
兵
衛
の
も
と
養
子
で
池
田
に
帰
さ
れ
て
い
た
市

太
郎
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
銭
屋
市
兵
衛
家
は
後
々
ま
で
も
池
田
と
の
関
係
が

深
い
こ
と
か
ら
そ
の
可
能
性
が
高
い
。

伺

黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料集
成
L

第
四
輯
（
大
阪
商
科
大学
経
済
研
究
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第28号

所
、
一
九
＝一八
年
）
所
収
。

円
引
乾
宏
巴
『
な
に
わ
大
坂
菊
屋
町
』
柳
原
書
店
、一
九
七
七
年
。

必
大
阪
経
済
史
料
集
成
刊
行
委
員
会
編
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第

一
一
巻
、
大

阪
商
工
会
議
所
、
一
九
七
七
年
。

川
叩
逸
身
家
文
書
3

｜
必
｜
8

｜
叩
「
江
戸
為
替
金
連
印
定
置
証
文
之
事
」
（
播
磨

屋
伝
兵
衛
・
矯
磨
屋
文
蔵
よ
り
銭
屋
市
兵
衛
宛
、
文
政
七
年
十
二
月
）
。

叩
神
戸
市
教
育
委
員
会
編
・
刊
『
神
戸
市
文
献
史
料
』
第
一
四
巻
（
一
九
九
四
年
）

一
三
二
百
九

日
前
掲
『
大
坂
両
替
商
の
金
融
と
社
会
』
第
四
章
「
大
坂
に
お
け
る
信
用
社
会
の

成
立
」
に
お
い
て
、
鴻
池
屋
与
三
士
口
の
両
替
取
引
に
お
い
て
得
意
先
同
士
で
振
り

替
え
と
い
う
形
で
貨
幣
が
動
い
て
い
る
こ
と
を
検
討
し
た
。

臼
松
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
松
阪
市
史
』
第
一

二
巻
（
蒼
入
社
、
一
九
八
三
年
）

所
収
「
店
捉
之
事
（
竹
川
両
替
店
）
」
。

日
日
野
竜
夫
・
多
治
比
郁
夫
編
『
校
本
難
波
丸
綱
目
』
（
中
尾
松
泉
堂
書
店
、

一

九
七
七
年
）
所
収
安
永
六
年
版
「
改
正
増
補
難
波
丸
綱
目
」
。

目
前
掲
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第

一
一
巻
所
収
、
天
保
三
年
刊
「
商
人
買
物
独

案
内
」
・
弘
化
三
年
刊
「
大
阪
商
工
銘
家
集
」
。

日
銭
屋
弥
助
は
天
保

十
年
に
は
佐
兵
衛
か
ら
相
続
の
た
め
の
元
手
銀
を
受
取
り
、

貸
付
も
免
除
さ
れ
て
、
本
家
・
別
家
須
関
係
を
親
類
並
み
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

両
替
系
摺
物
で
は
弘
化
二
年
の
「
浪
華
両
替
取
引
独
案
内
」
ま
で
は
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
本
両
替
と
し
て
の
活
動
は
天
保十
三
年
段
階
で
は
難
し
く
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
顧
客
を
銭
屋
市
兵
衛
に
紹
介
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

邸
前
掲
『
大
坂
両
替
商
の
金
融
と
社
会
』
第
四
章
「
大
坂
に
お
け
る
信
用
社
会
の

成
立
」
表
5

で
銭
屋
佐
一
郎
の
天
保
九
年
段
階
の
得
意
先
を
整
理
し
て
い
る
。

閉
山
逸
身
家
文
書
3

｜
お
ー
ロ
二
札

L

の
若
狭
屋
清
五
郎
な
ど
印
鑑
書
の
添
書
で

人間文化

借
屋
人
と
わ
か
る
者
が
い
る
。

目
前
掲
菊
屋
町
文
書

2
1
2

「
大
和
屋
理
助
相
手
取
両
替
取
引
出
入
に
付
丁
内

よ
り
出
訴
」
。
前
掲
『
な
に
わ
大
坂
菊
屋
町
』二
一
四
1

五
頁
、
『
大
坂
両
替
商
の

金
融
と
社
会
』
第
五
章
「
銭
屋
と
銭
相
場
の
形
成
に
つ
い
て
」
に
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

目
前
掲
「
店
錠
之
事
（
竹
川
両
替
店
）
」
。

削
前
掲
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
四
輯
。

引
前
掲
『
大
坂
両
替
商
の
金
融
と
社
会
』
第
四
章
「
大
坂
に
お
け
る
信
用
社
会
の

成
立
」
。

位
前
掲
『
大
坂
両
替
商
の
金
融
と
社
会
』
第
四
章
「
大
坂
に
お
け
る
信
用
社
会
の

成
立
」
。

臼
前
掲
『
大
阪
商
業
史
料
集
成
』
第
四
輯
）

0

臼
前
掲
菊
屋
町
文
書

l

「
宗
旨
人
別
帳
」
。

日
前
掲
菊
屋
町
文
書
l

「
宗
旨
人
別
帳
」
。

間
山
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
所
蔵
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
「
仲
間

一
件

控
」
。

町
逸
身
家
文
書

2

｜
凶
｜
4
1
2
1
9

「
（
家
賃
証
文
二
通
受
取
）
」
（
銭
屋
佐
兵

衛
代
市
兵
衛
よ
り
柏
屋
次
兵
衛
宛
、
申
七
月
九
日
）
。

回
逸
身
家
文
書
3

｜
必
｜
4

｜
必
「
預
リ
申
金
子
之
事
」
大
和
屋
次
兵
衛
よ
り
銭

屋
大
士
ロ
宛
、
文
化
六
年
正
月
他
。

的
文
政
九
年
か
ら
天
保
五
年
ま
で
六
兵
衛
に
あ
て
た
質
物
請
状
・
銀
預
証
文
が

残
っ
て
い
る
。
文
政
十
年
か
ら
天
保
三
年
ま
で
二
代
市
兵
衛
は
六
兵
衛
に
年一
貫

二
九
O
匁
の
高
額
の
給
料
を
支
払
っ
て
お
り
、
店
で
重
要
な
役
割
を
は
た
さ
せ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
市
兵
衛
家
関
連
の
銀
預
証
文
等
の
主
体
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
天
保
五
年
三
月
・
九
月
の
質
物
請
状
の
宛
先
で
は
銭
屋
六
兵
衛
の
代
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Jll) 

判
を
三
代
市
兵
衛
が
つ
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
の
奉
公
人
と
は
考
え
に
く

く
、

市
兵
衛
家
の
分
家
か
別
家
と
思
わ
れ
る
。

初

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
所
蔵
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
「
道
頓
堀
久
左

衛
門
町
水
帳
」
（
文
化
十二
年
）
。

九
前
掲
『
大
坂
両

替
商
の
金
融
と
社
会
』
第
四
章
「
大
坂
に
お
け
る
信
用
社
会
の

成
立
」
で
紹
介
し
た
銭
屋
佐
一
郎
・

山
本
屋
伊
右
衛
門
の
例
。

η

逸
身
家
文
書
3

｜

お
ロ
「

一
札
」
の
若
狭
屋
清
五
郎
な
ど

印
鑑
書
の
添
書
で

借
屋
人
と
わ
か
る
者
が
い
る
。

η

天
保
六
年
に
新
町
河
内
屋
庄
助
が
中
の
芝
居
の
土
地
・

建
物
を
買
得
し
た
と
き

の
算
用
に
よ
る
と
、

芝
居
興
業
中
の
収
入
は

一
日
約
二
O
貫
文
と
さ
れ
て
い
る
の

で
（
竹
下
喜
久
男
「
天
保
期
道
頓
堀
中
の
芝
居
と
芝
居
主
山
村
九
郎
治
」
［
中
部

よ
し
子
編
『
大
坂
と
周
辺
諸
都
市
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
］
）
、
ほ

ぼ
一
致
す
る
。

九
逸
身
家
文
書

3
G

5

1
8
0

万

『
大阪
市
史
』
第
五
、
大
阪
市
参
事
会
編
・
発
行
、
一
九
一
一
年
。

祁
逸
身
家
文
書

7
1

お
。

打
前
掲
逸

身
家
文
書
「
覚
（
手
当
銀
元
帳
）
」
。
文
政
以
降
も
領
主
金
融
に
関
わ
っ

て
い
る
別
家
の
内
銭
屋
宗
兵
衛
は
こ
の
積
銀
に
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。

刊
目
前
掲
菊
屋
町
文
書
l

「
宗
旨人
別
帳
」
。

乃
逸

身
家
文
書
3

必

2
3
0

加
逸
身
家
文
書
2

｜
位
｜
4
1

1

「
乍
恐
口
上
」
（
嘉
永
六
年
十
二
月

二
十
三
日

の
銭
屋
市
兵
衛
幼
少
ニ
付
代
判
亦
兵
衛
よ
り
、
嘉
永
六
年十
二
月
二
十
三
日
）
で

は
、
金
百
疋
を
上
納
し
た
い
と
惣
年
寄
に
願
い
出
て
いる
。

町
山
前
掲
竹
下
喜
久
男
論
文
。

江戸後期の本両替経営について （中

田
大

阪
市
史
編
纂
所
『
近
来
年
代
記
』
（
大
阪市
史
料
調
査
会

、

回
逸
身

家
文
書
7
1
2

。

制
前

掲
竹
下
喜
久
男
論
文
に
よ
る
と
、
河
内屋
庄
助
は
新
町
西
口
の
味
噌
屋
で
天

保
七
年
に
中
の
芝
居
の
芝
居
主
と
な
っ
た
が
、
天
保
十
一
年
に
は
借
銀
が
滞
り
出

訴
さ
れ
て
、
中
の
芝
居
は
流
れ
込
み
と
な
り
、
翌
年
に
近
江
水
口
の
豪
商
山
村
九

郎
治
に
売
却
さ
れ
て
い
る
。

前
逸
身

家
文
書
3

必
5

｜
凶

「
返リ

一
札
之
事
」
（
八
幡屋
六
兵
衛
よ
り
銭

屋
市
兵
衛
宛
、
文
政
五
年
五
月
）
に
、
文
化
十
三
年
正
月
か
ら

取
引
を
し
て
い
る

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

目ω
逸
身
家
文
書
3

お
お
。

釘
前
掲
『
大
坂
両
替
商
の
金
融
と
社
会

』

第
五
章
「
銭
屋
と
銭
相
場
の
形
成
に

つ

い
て
」
。

一
九
八
O
年
）。
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